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は じ め に 

 

現在の子どもたちが社会に出る頃には，少子高齢化や，グローバル化，情報化がさら

に進み，先を見通すことがますます難しい時代になることが予想されます。 

予測できない未来に対応するためには，社会の変化に受け身で対処するのではなく，

自身が身に付けた知識・技能や収集した情報，体験等を活用し，他者と協働しながら  

主体的に問題を解決していく資質・能力を育むことが大切です。これらの力を育成する

ために，新学習指導要領では，「社会に開かれた教育課程」を掲げ，「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向けた授業改善を求めています。 

 

本市においても，「学ぶこと」と「社会とのつながり」を意識した教育課程を実現し，

「社会人になっても通用する問題解決能力」の養成を図ることを本市の教育ビジョンの

中で第一の施策として掲げています。そして，平成２５年４月に発行した「問題解決能

力向上のための授業づくりガイドブック」を平成２９年３月に改訂し，授業改善を進め

てきました。これらのガイドブックでは，子どもの思考過程を「５つのプロセス」で表

し，「四日市モデル」として示しました。この考え方を課題研究にも取り入れ，「四日市

モデル」を活用した授業のあり方について研究を進めています。 

 

本年度の課題研究では，小学校音楽科においてタブレットＰＣを補助的に活用するこ

とで，「音楽づくり」を活性化させる研究に取り組みました。また，中学校外国語科にお

いてスキット作りを手がかりに英語での会話を活性化させるための研究を行いました。

さらに，本市の課題である不登校に対して，不登校児童生徒への初期対応や校内体制の

あり方について，調査・研究を進めて参りました。 

その成果を調査研究報告書として，ここにまとめました。これらの研究成果が，学校・

園の日々の教育実践に活用されることを期待します。 

 

末尾になりましたが，本課の研究調査を進めるにあたって，御指導・御助言いただい

た国立教育政策研究所初等中等教育研究部総括研究官の山森 光陽様をはじめとして， 

研究協力員並びに調査・実践面で御協力いただきました学校等の関係者の皆様に心から

感謝の意を表します。 

 

平成３０年３月 

 

四日市市教育委員会教育支援課  

課 長  川邉 雅史  
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

中学校 四日市市 3.56 3.48 3.67 3.3 3.73 3.16 3.11 3.24 3.34 3.66

中学校 全国 2.91 2.89 2.77 2.73 2.64 2.56 2.69 2.76 2.83 3.01

小学校 四日市市 0.44 0.38 0.43 0.44 0.3 0.43 0.55 0.5 0.59 0.66

小学校 全国 0.34 0.32 0.32 0.32 0.33 0.31 0.36 0.39 0.42 0.48
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1 問題1 問題1 問題1 問題 

1.1 不登校の発生率の現状と課題1.1 不登校の発生率の現状と課題1.1 不登校の発生率の現状と課題1.1 不登校の発生率の現状と課題 

1.1.1 1.1.1 1.1.1 1.1.1  不登校発生率の現状不登校発生率の現状不登校発生率の現状不登校発生率の現状 

 「平成 28 年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科学省）によると，

全国の児童生徒の不登校発生率は，小学校ではほぼ横ばいで推移し，中学校では平成 19 年度以降緩

やかな減少傾向であった。しかし，平成 24年度以降再び増加し，平成 28年度の不登校発生率は小学

校が 0.48％，中学校が 3.01％となった（Figure 1）。 

本市の不登校発生率は，小学校では平成 23年度に減少したものの平成 24年度から再び増加に転じ

ている。中学校では平成 24年度に減少したが，その後は緩やかに増加している。平成 28年度の不登

校発生率は小学校が 0.66％，中学校が 3.66％であり，小学校と中学校の発生率を比較すると明らかに

中学校の発生率が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Figure 1 不登校発生率の推移（平成 19年度～28年度） 

 

さらに，「平成 28年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」における「不登校

児童生徒への指導結果状況」（文部科学省）によれば，「指導の結果登校するまたはできるようになっ

た児童生徒の割合（復帰率）」は，小学校で 28.9％，中学校では，27.8％に留まっている（Table 1）。

また，本市の不登校児童生徒の復帰率は小学校が 17.0％，中学校 18.9％で全国平均を下回っている。 

以上のことから，一度不登校になった児童生徒が学校復帰することは，難しい状況にあることがわ

かる。本市においても，新規の不登校児童生徒数を減少させていくために，不登校を未然に防止する

初期対応の取組が必要であると考えられる。 
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人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

指導の結果登校する

またはできるようになった児童

生徒（復帰率）

9,006 28.9 28,733 27.8 17 17.0 59 18.9

指導中の児童・生徒 22,145 71.1 74,514 72.2 83 84.6 253 81.0

小学校 中学校

（全国　国・公・私） （全国　国・公・私） （四日市市　公） （四日市市　公）区  分

小学校 中学校

Table 1 不登校児童生徒への指導結果状況（平成 28年度） 

 

注)文部科学省・四日市市 (2017)「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より一部抜粋。 

また，不登校の要因は，「本人」「学校」「家庭」といった様々な要因が相互に影響しあっている。

例えば，要因が「学校における人間関係に課題を抱えている」17,721人のうち 2,258人は「家庭にお

ける状況」も関わっている。つまり，不登校の要因が重なり多様化していることがわかる（Table 2）。

そのため，児童生徒への対応も個々に支援計画を立てて支援を行う必要がある。  

Table 2 公立中学校における不登校の要因（平成 28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)文部科学省（2017）「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より一部抜粋。 

上段は，分類別児童生徒数，中段は，各区分における分類別児童生徒数に対する割合，下段は，各区分における「学校，

家庭に関わる要因（区分）の「計」に対する割合。 
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1.1.2 不登校を未然に防止するための初期対応における課題1.1.2 不登校を未然に防止するための初期対応における課題1.1.2 不登校を未然に防止するための初期対応における課題1.1.2 不登校を未然に防止するための初期対応における課題 

川崎市総合教育センター（2015）が教員に対して不登校に関する実態調査を行ったところ，「休み

始めた欠席者への対応」の項目で，電話連絡や家庭訪問のタイミング，不登校のきっかけに対する認

識が教員によってそれぞれ違うことから，初期対応にもばらつきがあると推測している。 

また，大石（2005）は，「学級担任の役割が重要であることは理解されているが，１人でその問題

を抱えこんで対応しなくてはならないという意味ではない」ことを強調している。その上で，適切な

理解と支援ができるように，他教員や専門家の力を借りながら組織的に対応する必要性を述べている。 

本市では，平成 25年度から「欠席 3日目シート」を作成し，不登校の初期対応に取り組んでいる。

「欠席 3日目シート」は児童生徒が連続欠席 3日になった時点で担任が作成し，他の教員と短時間で

情報を共有し，組織的に活用することを目的としている。また，累積欠席 10 日以上の児童生徒をリ

スク群1児童生徒とし，各校に初期対応を促している。これらの取組は，教師が児童生徒の欠席に敏感

になること，教育相談や家庭訪問などの行動を早期にとることを目的としている。 

しかし，本市の不登校の発生率は減少していないことから，初期対応において児童・生徒に対する

共通理解，支援内容の統一といった教員の組織的取組がなされているか検証していく必要があると考

える。 

 

1.2 不登校の初期対応における取組1.2 不登校の初期対応における取組1.2 不登校の初期対応における取組1.2 不登校の初期対応における取組 

1.2.1 不登校発生率を減少させるための必要な取組1.2.1 不登校発生率を減少させるための必要な取組1.2.1 不登校発生率を減少させるための必要な取組1.2.1 不登校発生率を減少させるための必要な取組 

明石市教育委員会（2012）では，2011年から欠席 1日目の電話連絡，欠席 2日目の家庭訪問，累

積欠席 2～6 日目の電話連絡と家庭訪問を各小中学校に指示し、不登校の初期対応の取組が成果をあ

げた。初期対応のマニュアル化が成果につながったと考えられる。 

また、小林・早川・大熊・福島（2009）は，「問題の開始を早く感知し，初動をどれだけ早くする

かが，教師が行える最大の不登校予防策である」と述べ，熊谷市の「月 3日の欠席管理」の取組につ

いて報告している。熊谷市では，各校に月 3日欠席した児童生徒を教育委員会に報告させ，報告され

た児童生徒の支援方法について助言するという取組を行っている。休み始めた児童生徒が，学校を快

適だと感じられるということを大切にし，「本人の好きなこと，得意なことを探り，その面でつきあう」

「子どもに活躍の場を与える」「できるだけ子どものつらさや苦しさを受け止め味方する」ことを柱に，

具体的な支援内容を示したことが効果的であったと述べている。 

 一方，校内の支援体制を機能化2することで不登校防止に取り組んだ例がある。福岡市教育センター

の研究（2016）では，主幹教諭等が推進する組織的な支援の在り方を明らかにするために，既存の校

内支援体制を機能化し，役割を明確化する「校内支援モデル」3を提案した。その結果，欠席し始めた

                                                   
1 リスク群 本市では，累積欠席 10日に達した児童生徒をリスク群として位置付けている。 

2 校内の支援体制の機能化 福岡市教育センターは，既存の校内組織の中で不登校の課題を中心に取り扱う分掌を位置付け，その組

織が目標の共有，役割分担，相互補助ができている状態にすることを既存の校内体制の機能化と定義している。 
3 校内支援体制モデル 福岡市教育センターが「校内組織の誰」が「どの段階で」「誰（児童生徒自身，保護者，専門機関，教職員）

に対して」「何を目的とした働きかけ」を行えばよいかを明確化したもの。 

3



 

児童生徒への共通理解が深まり，教員の意識も変化した。校内でそれぞれの役割を明確化したことで、

支援を円滑に進めることができたのである。 

以上のことから，不登校発生率を減じるには、初期対応のマニュアル化，支援内容の具体化，校内

支援体制の機能化，役割分担の明確化が必要であると考えられる。 

 

1.2.2 組織的な支援を行うために必要な取組1.2.2 組織的な支援を行うために必要な取組1.2.2 組織的な支援を行うために必要な取組1.2.2 組織的な支援を行うために必要な取組 

文部科学省は，「不登校児童生徒への支援に関する最終報告」（2016）の中で，組織的，計画的な支

援を行うには，学級担任，養護教諭，スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー等の適切

な学校関係者が中心となり，児童生徒や保護者等と話し合うなどして「児童生徒理解・教育支援シー

ト」を作成することは，有効な施策であると述べている。 

その先進的な事例として東京都や横浜市の取組を紹介している。東京都や横浜市では，不登校児童

生徒一人一人の欠席状況，不登校となったきっかけ，関係機関との連携状況，本人及び保護者の希望，

具体的な支援策，成果や見直しの経過を「児童生徒理解・教育支援シート」に記録し，共有すること

で，学校内外と組織的，計画的に支援を行った。その結果，学校からは「本人に寄り添った支援がで

きた」「教職員の役割分担が明確になり，意識が深まった」「様式を活用することで，支援のアイディ

アが増えた」「書き加えたり，変更したりすることで，引継ぎがスムーズになる」などといった効果が

挙げられた。なお，横浜市では，不登校児童生徒数（小・中学生）が、平成 21年度は 3,862人，平

成 25年度は 3,411人であり，4年間で 451人減少している。 

 また，文部科学省は，不登校を生じさせないための学校内における計画策定，各担当・分掌との連

絡調整，「児童生徒・教育支援シート」の取りまとめ等，学校としての組織的な対応を行うために不登

校対策について中心的かつコーディネーターとしての役割を果たす教員を明確にする必要性を述べて

いる。 

福岡市の取組でも，担任，同学年教員，養護教諭，教育相談担当者，生徒指導担当，特別支援コー

ディネーターという各分掌の取組をそれぞれマニュアル化することにより学校としての方向性を統一

した。福岡市教育センターは，このような支援体制が定着することで，「教職員の自己効力感や連帯感，

協働への意識が向上し，不登校への対応に関する自身の活動イメージがされやすくなった」としてい

る。また，支援体制を維持するためには，児童生徒の状況や学校内の各分掌の役割を理解し，児童生

徒の見取りや関係者への情報伝達を行うコーディネーターの存在が重要であることも指摘している。 

このように，学校内外の関係者が支援の方向性を統一し組織的な支援を行うためには，「支援シー

ト」を作成することが有効である。支援シートを活用することで，それぞれの役割が明確になり，教

職員の不登校に対する意識が向上し，教職員相互の協動が行われると考える。また，校内支援体制の

核となるコーディネーターの育成も重要である。児童生徒の見取りを行ったり，学校内外の関係者へ

の連絡調整を行ったりすることができるコーディネーターを育成していく必要があると考える。  
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1.3 不登校を防止するための先行研究1.3 不登校を防止するための先行研究1.3 不登校を防止するための先行研究1.3 不登校を防止するための先行研究 

1.3.1 不登校を防止するための初期対応の効果1.3.1 不登校を防止するための初期対応の効果1.3.1 不登校を防止するための初期対応の効果1.3.1 不登校を防止するための初期対応の効果 

 久下（2013）は「（1）欠席日数申し送りシート，(2)子ども理解のためのアセスメントシート，(3)

不登校早期発見のためのチェックリスト」という不登校を早期発見する 3段階のシステムを作り，支

援が必要な児童を的確にスクリーニングできたことから，上記のシステムが有効であったと結論付け

ている。しかし，自尊感情が低く，コーピングスキル4やソーシャルサポート5が不足した児童生徒に

対し，自尊感情を高める支援を行い登校する意欲を高めることができたが，欠席日数の減少には至ら

なかったことも述べている。また，熊谷市では，児童生徒の欠席が 3日に達した時点で取組を行うこ

とにより，平成 16年に不登校発生数の減少に効果があったことを示している。 

さらに，只石・石津・下田（2012）は，欠席が始まる前に介入することによって欠席数が減少し，

不登校を未然に防げる可能性があると述べた。その方法は，「Questionnaire-Utilities検査」を中学 1

年生の早い段階で行い，「非承認群」に該当する生徒，「承認得点」または「学校との関係」（学習意欲・

承認得点等）が低い生徒を絞り込む。そして，その生徒に対して支援を行うというものである。また，

小学校から引き継がれる「小中連携シート」を併用することも効果があり，さらに小学生に中学生の

授業を体験させることや，中学校の教員が小学校へ出向き，児童の様子を観察することも効果がある

と述べている。 

 

1.3.21.3.21.3.21.3.2 月月月月 3日の欠席管理を用いた不登校防止への効果日の欠席管理を用いた不登校防止への効果日の欠席管理を用いた不登校防止への効果日の欠席管理を用いた不登校防止への効果 

小林（2007）によると，「月 2，3日の欠席でも真剣にとらえて対応すること，5日を超えたら不登

校と思って関わること」「教師が生徒に対して受容的であること」によって不登校発生数を減少させた

という結果が示されている。 

明石市教育委員会（2012）は、平成 20年から平成 22年までに連続欠席 3日の児童生徒に対して、

欠席 1日目から 3日目までの取組をシステム化したことで、成果をあげた。しかし，連続欠席 3日で

はないが，累積欠席が多い児童生徒が見逃されている事例を受け、平成 23年からは，累積欠席 2～6

日についても同様の対応を行った。さらに、連続欠席 3日と累積欠席 7日のすべての児童生徒を対象

に作成されたシートを担当部署に FAX で送り，助言を受けることをシステム化した。その結果，10

月以降の不登校の出現を抑制する成果が見られた。 

熊谷市では，「月 3 日の欠席管理」を，教員が子どもの欠席に敏感になること，教員を子どもに関

わらせることを目的として平成 14 年から行っている。月の累積欠席 3 日の児童生徒について，理由

の如何を問わず，欠席一覧表を作成している。また，累積欠席 3 日の児童生徒に対しては，「不登校

対応個票」を作成し，「不登校支援チーム」を組織している。さらに，累積欠席が 10 日に達すると，

「不登校対応個票」を用いて，専門家がコンサルテーションを行うといった取組で，不登校発生数を

減少させた。その背景には，学校に対して，「不登校傾向のある生徒を意識して関わること（意識化）」

                                                   
4 コーピングスキル ストレス対処行動。ストレス反応を抑えたり，低減する行動。 
5 ソーシャルサポート ストレスを緩和し，精神的健康状態を良好にする作用がある支援のこと。 
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「チームで関わっていくために校内の支援体制を組織すること（組織化）」を目指した教育委員会の指

導があった。欠席 3日に注目したことが，早期発見につながり，校内の支援体制を組織化することが

不登校発生数を減少させる効果があったと言える。 

 

1.4 本市の課題と課題解決に必要な支援の在り方1.4 本市の課題と課題解決に必要な支援の在り方1.4 本市の課題と課題解決に必要な支援の在り方1.4 本市の課題と課題解決に必要な支援の在り方 

 Figure 1より，不登校発生率は本市・全国どちらも小学校より中学校の方が明らかに高い。その原

因としては，大きな環境の変化が考えられる。数年の不登校発生率の動きを見ても中学校で不登校生

徒を出さないための取組は必要であると言える。また，本市の学年別の不登校発生数からも中学校で

新規の不登校発生数が増加していることがわかる。（Figure 2）。 

古川・小泉・浅川（1992）は，「小学校を卒業して中学校に入学する環境移行事態において，子ど

もたちは，物理的にも精神的にも大きな変化を経験する。小学校から中学校への移行は，異なる校種

への移行と児童期から思春期への移行とが重なり，二重の意味で危機的である」と述べ，中学 1年生

に注目している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで，本市の中学１年生の新規不登校発生率が１年間でどのように推移しているかを示すと

Figure 3の通りとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 2 本市の不登校発生数  
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Figure 3 から以下のようなことが読み取れる。第１に 5月から 6月頃は，前年度から不登校の生

徒が 30日の欠席を超すことから発生率が高くなりやすい。第 2に 1月から 3月は，月に 2日から 3

日欠席する生徒の累積欠席が 30 日に達する時期であると考えられる。どの年度も発生率が一番高く

なるのは 9月から 12月である。この時期は，学習の内容が多岐にわたり難しくなる。また，学校行

事が多くさまざまな環境の変化があると想定される。学校の内外を問わずさまざまな人と関わること

Figure 3  本市の中学１年生の新規不登校発生率の変化 

5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｈ26 0.31 0.27 0.17 0.41 0.44 0.34 0.10 0.17 0.31 0.31

Ｈ27 0.31 0.24 0.17 0.14 0.31 0.17 0.27 0.14 0.31 0.27

Ｈ28 0.22 0.32 0.25 0.22 0.14 0.43 0.22 0.40 0.36 0.29

Ｈ29 0.23 0.30 0.11 0.30 0.34 0.23 0.23
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が増える時期である。めまぐるしい場面の変化に対応することに戸惑いや不安を感じる生徒も多いと

考えられる。 

本市では，「不登校の発生率を減少させる」ための取組の 1つとして，1.1.2節で述べたように，初

期対応を目的として「欠席 3日目シート」を導入しているが十分な効果は現れていない。その点を踏

まえて，「不登校傾向のある生徒」に対する支援方法や「欠席 3 日目シート」の課題を探るために小

規模校Ａ，中規模校Ｂ，大規模校Ｃの 3校の研究協力校の１年生担当教員（18人）を対象にアンケー

トを行った【資料 1】。その結果を Figure 4からFigure 8で示した。 

教員が「不登校傾向のある生徒に対する支援方法を検討する会議や学年会」をどの程度行っている

かという質問に対しては，「十分行っている」47％，「時々行っている」41％，両方を合わせると 88％

が「支援方法を検討する会議や学年会を行っている」と認識していることがわかる。この結果は，「不

登校傾向のある生徒」に対して支援がなされていることを示している（Figure 4）。 

 

 

 

 

 

 

生徒の累積欠席が何日になった時に「不登校傾向がある」と感じるかという質問に対しては，生徒

の欠席が 3日で，不登校傾向を感じる教員は 11％であった(Figure 5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「欠席 3日目シートを活用できているか」という質問に対しては，「十分活用できている」が 0％，

「まあまあ活用できている」が 22％，「あまり活用できていない」が 61％，「ほとんど活用できてい

ない」が 17％と回答されており，研究協力校において，あまり活用されていないことがわかる(Figure 

6)。 

 

 

 

Figure 4  不登校傾向のある生徒に対して支援方法を検討しているか 

Figure 5  不登校傾向があると感じる欠席日数 
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エ 活用したいが、話し合いの時間がもてない

ウ 必要性を感じていない生徒にも作成する

イ 活用方法がわからない

ア 情報量が多い

 

 

 

 

 

 

また，「欠席 3日目シート」が「あまり活用できない」「ほとんど活用できていない」と回答した 14

人にその理由を質問した（複数回答可）。イの「活用方法がわからない」が 7 人，ウの「必要性のな

い生徒にも作成する」が 5 人，「活用したいが支援方法をどう考えていいかわからない」が 5 人であ

った（Figure 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，「欠席 3日目シート」を「十分活用できている」「まあまあ活用できている」と回答した 4人

に活用の仕方を聞いた（複数回答可）。アの「作成者が，生徒の欠席に対して意識を持つことができた」，

ウの「作成者が生徒の欠席に意識をもち，家庭訪問などの行動をすることができた」と 3人が回答し

たことから，「欠席 3 日目シート」が作成者の意識づけや行動のきっかけとするものとして活用され

ていることがわかる。一方，エの「学年の教師集団で情報を共有する」が 2人，オの「学年の教師集

団で支援方法を考える」が 0人となっている。また，カの「学校全体で情報を共有することができた」

キの「学校全体で情報共有するだけでなく，支援方法を考える」は 1人であった（Figure 8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 6 「欠席 3日目シート」の活用について 

Figure 8  「欠席 3日目シート」の活用の仕方について（n=4，複数回答） 

ア 作成者が，生徒の欠席に対して意識をもつことができ

た 

イ 作成者が，該当生徒への理解を深めるきっかけとなっ

た 
ウ 作成者が，生徒の欠席に対して意識をもち，家庭訪問

などの行動をすることができた 

エ 学年教師集団が該当生徒について情報を共有すること

ができた 
オ 学年教師集団が該当生徒についての情報を共有するだ

けでなく支援方法などを考えることができた 
カ 学校全体が該当生徒についての情報を共有することが

できた 
キ 学校全体が該当生徒についての情報を共有するだけで

なく，支援方法などを考えることができた 
ク その他 

ア 情報量が多い 

イ 活用方法がわからない 

ウ 必要性を感じていない生徒にも作成する 

エ 活用したいが，話しあいの時間がもてない 

オ 活用したいが，支援方法をどう考えて 

  いいのかわからない 

カ その他 

Figure 7  「欠席 3日目シート」が活用できていない理由（n=14，複数回答） 

（人） 

（人） 
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本市の中学 1年生の現状と研究協力校でのアンケートの結果から，いくつかの課題が挙げられる。 

1 つ目は，本市でも全国と同じように中学校での新規不登校発生率が高いということである。中で

も中学１年生の 9月から 12月が不登校の発生率が高くなっている。この時期は、前述したように学

習内容が増加し，さまざまな行事がある時期である。学習や特定の行事に対して苦手意識を持ってい

る生徒には，どのように見通しをもたせて取り組ませるか，配慮できる点はどこなのかを考える必要

がある。 

2つ目は，累積欠席 3日の生徒を「不登校傾向のある生徒」として認識し対応する教員の割合が低

いことである。先行研究では，月の累積欠席が 3日の生徒に対しても「不登校傾向のある生徒」とし

て認識し対応することで不登校発生率を減少させている。連続欠席 3日の生徒だけでなく，累積欠席

3日の生徒に対しても不登校傾向があるのではないかと認識して対応する必要がある。 

3つ目は，「欠席 3日目シート」の活用の仕方がわからないと答えた教員の割合が高いことである。

シート作成後，情報をどう読み取り支援につなげるか，また，組織的に活用するにはどうするかを明

確にする必要がある。 

以上のことから，不登校発生率が高くなる中学 1年生の 9月から 12月に着目し，「欠席 3日目シー

ト」の組織的な活用の方法を提示することが，不登校児童生徒の減少につながると考えた。 

 

2 目的2 目的2 目的2 目的 

本市の不登校発生数（Figure 2）を見ると，新たに不登校になる生徒の数が多いのは中学 1年生で

ある。このことから，中学 1年生に着目することが，不登校発生率を減少させることにつながると考

える。そこで、市内中学校 3校に協力を依頼し，中学１年生の生徒について「不登校生徒に対する初

期対応」の実践を行うことにした。 

 前述した先行研究では，本市で行っている連続欠席 3日の生徒だけでなく，累積欠席 3日の生徒に

対しても「不登校傾向のある生徒」として認識し，初期対応することで不登校発生率を減少させてい

る。シートを作成後，どこに報告し，担当がそれぞれどのような動きを行うかといったことを明確に

し，組織的に対応している。 

今回の研究では，現行の「欠席 3日目シート」を改訂して【資料 2-1，2-2】生徒の課題を可視化す

ることによりアセスメントを行いやすくする。その上で生徒の課題ごとに支援例を示し，支援方法の

検討に活用できるようにした。さらに，月の累積欠席 3 日，累積欠席 10 日に達した場合どのように

組織が動くかという支援体制を提示した【資料 3-1，3-2】。また，研究協力校とともに，生徒の欠席

管理を行い，学年会で「改訂欠席 3日目シート」を作成した生徒で不登校になるリスクが感じられる

生徒に対しての助言を行うことにした。そして本研究では， 

1.  「改訂欠席 3日目シート」が活用できたと感じる教員の割合が増えるかどうか。 

2.  組織的に支援するために「改訂欠席 3日目シート」がうまく活用できたと感じる教員の割合が増 

 えるかどうか。 

3.  教員が「改訂欠席 3日目シート」を活用することで不登校の初期対応に効果があると感じるかど 
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 うか。 

4.  過去 3年間と今年度を比較して，不登校発生率が減少するかどうか。 

以上 4 点を明らかにする中で，「改訂欠席 3 日目シート」の改良すべき点，また，組織的に支援を行

うために何が必要であるかといったことを分析する。なお，具体的な研究の流れはTable 3の通りで

あった。事前アンケートは 8月，事後アンケートは 12月に実施した。 

            Table 3  学校の動きと適応指導教室の動き 

月 適応指導教室 協力校 

8月  事前アンケートの依頼  事前アンケートの記入 

9月 1.ケース会議への参加ケース会議への参加ケース会議への参加ケース会議への参加 

 「改訂欠席 3日目シート」の作成支援，アセ

スメント・支援方法の検討についての助言 
＊出席簿を確認し，漏れがある場合は追加で作

成を依頼  

 「改訂欠席 3日目シート」の作成 
（月の累積欠席 3日・リスク群） 
 適応指導教室への報告（随時） 

 ケース会議の開催 

2.学年会への参加学年会への参加学年会への参加学年会への参加 

 支援の結果，生徒の現状についての聞き取り 
 今後の支援の提案・助言 
 9月までの支援の評価 

 経過観察 
 シート作成の必要性があると判断され

た場合「改訂欠席 3日目シート」の作成 

 学年会（支援方法の検討） 
3.「月「月「月「月 3日」の欠席が出なかった場合日」の欠席が出なかった場合日」の欠席が出なかった場合日」の欠席が出なかった場合 

「気になる生徒の抽出」⇒支援方法についての

助言・出席簿・小中不登校連携シートの確認 

 情報共有 
 

10月 

 

1.ケース会議への参加ケース会議への参加ケース会議への参加ケース会議への参加 

 「改訂欠席 3日目シート」の作成支援，アセ

スメント・支援方法の検討についての助言 
＊新たに欠席数が気になる生徒はいないかな

どの確認 

 「改訂欠席 3日目シート」の作成 
（月の累積欠席 3日・リスク群） 
 適応指導教室への報告（随時） 

 ケース会議の開催 

2.学年会への参加学年会への参加学年会への参加学年会への参加 

 支援の結果，生徒の現状についての聞き取り 
 今後の支援の提案・助言 
 10月までの支援の評価 

 経過観察 
 シート作成の必要性があると判断され

た場合「改訂欠席 3日目シート」の作成 

 学年会（支援方法の検討） 

11月 1.ケース会議への参加ケース会議への参加ケース会議への参加ケース会議への参加 

 「改訂欠席 3日目シート」の作成支援，アセ

スメント・支援方法の検討についての助言 
＊新たに欠席数が気になる生徒はいないかな

どの確認 

 「改訂欠席 3日目シート」の作成 
（月の累積欠席 3日・リスク群） 
 適応指導教室への報告（随時） 

 ケース会議の開催 

2.学年会への参加学年会への参加学年会への参加学年会への参加 

 支援の結果，生徒の現状についての聞き取り 
 今後の支援の提案・助言 
 事後アンケートの依頼 
 9月からの支援の評価の聞き取り 

 支援の評価・見直し 

 学年会（支援方法の検討） 
 

12月  事後アンケートの依頼  事後アンケートの記入 

    

3 方法3 方法3 方法3 方法 

3.1 調査対象・調査期間 3.1 調査対象・調査期間 3.1 調査対象・調査期間 3.1 調査対象・調査期間 

 四日市市内の研究協力校 3校の中学校 1年生（連続欠席 3日，月の累積欠席 3日，累積欠席 10日

以上）と中学校１年生を担当する教員 18人を調査対象とし，平成 29年 7月から 12月にかけて調査
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を行った。研究協力校は，1年生の生徒数 100人以下の小規模校A校，150人以下の中規模校B校，

150人以上の大規模校C校を対象とした。 

 

3.2 調査方法3.2 調査方法3.2 調査方法3.2 調査方法 

 研究協力校の中学校１年生の担当教員 18人に対して，事前（8月）と事後（12月）【資料 4】の意

識調査のデータを収集し，「改訂欠席 3 日目シート」を活用できていると感じた割合，また，生徒の

支援が組織的に行えたと感じる教員の割合を比較する。また，平成 29 年度と過去 3 か年の不登校発

生率（4月～7月まで，4月～12月まで）の変化を比較，分析をする。 

 現行の「欠席 3 日目シート」は児童生徒の情報を入力するのみである。「改訂欠席 3 日目シート」

は，児童生徒の情報を入力すると，別シートに「生徒個別支援シート」が作成される仕組みになって

いる。「生徒個別支援シート」は、本市の研究をもとに作成したものである。不登校のリスクがあると

思われる生徒について「1.性格，2.行動，3.学力，4.友人関係，5.家庭状況」といった 5つの側面から

チェックすることができるようになっている。その結果から，支援が必要な時期がいつであるのか，

支援の具体的な内容を教員で共有し評価する支援シートに改訂した。また，生徒の状況をそれぞれの

教員が把握し，「早急に話し合い、具体的な支援を考える」必要がある生徒にはＡ，「今まで以上に注

意深く様子をみて，欠席日数や状態に気をつける」必要がある生徒にはＢ，「今のまま様子をみていく

が，変化がないかを注意する」にあてはまる生徒にはCの記号をつける欄を設けた【資料 2-2】。 

 

3.3 研究計画3.3 研究計画3.3 研究計画3.3 研究計画 

 研究計画はTable 4の通りである。 

Table 4  研究計画 

    

月 本研究に関しての計画 実施する内容 

4 研究計画立案  今後の調査の方向性の検討 

5 
第 1回課題研究会議 

第 2回課題研究会議 

 教員対象のアンケートの作成 

 「欠席 3日目シート」の改訂 

6 第 3回課題研究会議 
 教員対象のアンケートの作成 

 「欠席 3日目シート」の改訂 

7    研究協力校への依頼・説明 

8   
 教員対象の事前アンケートの実施・回収 

 「改訂欠席 3日目シート」と支援計画シートの配布 

9 第 4回課題研究会議  研究協力校において，「改訂欠席 3日目シート」の使用 

10 第 5回課題研究会議  支援の方向性・支援方法の見直し 

11 第 6回課題研究会議 
 支援の方向性・支援方法の見直し 

 支援計画シートの回収 

12 第 7回課題研究会議 

 教員対象の事後アンケートの実施・回収 

 アンケートの結果の分析 

 不登校発生率等の分析 

1 第 8回課題研究会議  

2 第 9回課題研究会議  
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4 結果4 結果4 結果4 結果 

4.1 事前・事後の調査の比較 4.1 事前・事後の調査の比較 4.1 事前・事後の調査の比較 4.1 事前・事後の調査の比較 

研究を行う事前と事後に行った教員のアンケート結果を比較した。生徒の累積欠席 3日で，不登校

傾向を感じる教員の割合は，事前のアンケートでは，11％であったが事後のアンケートでは，33％に

増加した。また，累席欠席が 10日と答える教員の割合は 39％であった（Figure 9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，「欠席 3日目シート」の活用については，「ほとんど活用できていない」の割合が事前の結果

の 17％から事後は 6％になり、「まあまあ活用できている」は事前の結果 22％から事後は 33％になっ

た。「あまり活用できていない」の割合は依然として 61％であった（Figure 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「欠席 3日目シート」を「十分活用できている」「まあまあ活用できている」と回答した教員

（事前 4人，事後 6人）6人を対象に活用の仕方について回答を求めた（複数回答可）。事前のアンケ

ートでは，オの「学年教師集団が該当生徒についての情報を共有するだけでなく，支援方法などを考

えることができた」は 0人であったが，事後のアンケートでは 6人となった。また，エの「学年教師

集団が該当生徒について情報を共有することができた」は事前のアンケートでは 3人だったが，事後

のアンケートでは 6人であった。また，カの「学校全体が該当生徒について情報を共有することがで

きた」キの「学校全体が該当生徒について情報を共有するだけでなく，支援方法などを考えることが

できた」は事前ではそれぞれ 1人だったが，事後では 2人になった（Figure 11）。 

Figure 9 不登校傾向があると感じる欠席日数（事前・事後） 

Figure 10  「欠席 3日目シート」が活用されているかについて（事前・事後） 
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最後に「欠席 3 日目シート」を「あまり活用できていない」「ほとんど活用できていない」と回答

した教員，事前 14 人，事後 12 人に，改めてシートが活用できない理由を質問した（複数回答可）。

オの「活用したいが，支援方法をどう考えていいかわからない」と回答した人数が事前では 5人だっ

たが事後では 2 人だった。「必要性を感じていない生徒にも作成する」と回答した人数は事前，事後

とも 5人だった（Figure 12）。 

 

 

 

 

 

4.2 支援の効果4.2 支援の効果4.2 支援の効果4.2 支援の効果 

次に，今回の取組で行ったものが不登校傾向のある生徒への支援としてどの程度有効であったかと 

いう質問に対する回答を示した。オの「適応指導教室による生徒の見立て・支援方法への助言」が「有

効であった」と回答した割合が高かった。また，ウの「学年会での支援方針の検討」が「やや有効で

あった」という割合が高かった。一方，イの「学年会の開催の有無を決定するために生徒個別支援シ

ートを用いたこと」は，「あまり有効ではなかった」「有効ではなかった」の割合が高かった（Figure 

13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 生徒個別支援シート 

イ 学年会の開催の有無を決定する為に生徒個

別支援シートを用いたこと 

ウ 学年会での支援方法の検討 

エ 支援方法の定期的な見直し 

オ 適応指導教室による生徒の見立て・支援方

法への助言 

カ 適応指導教室による働きかけ【欠席者の確

認等】 

Figure 13  取組のそれぞれの効果について 

Figure 11  「欠席 3日目シート」がどのように活用されているかについて 

Figure 12  「欠席 3日目シート」が活用できない理由について 

ウ 必要性を感じていない生徒にも作成する 

オ 活用したいが，支援方法をどう考えていいのかわから

ない 

エ 学年教師集団が該当生徒について情報を共有するこ

とができた 
オ 学年教師集団が該当生徒についての情報を共有する

だけでなく支援方法などを考えることができた 

カ 学校全体が該当生徒についての情報を共有すること

ができた 

キ 学校全体が該当生徒についての情報を共有するだけ

でなく、支援方法などを考えることができた 

0   20    40   60   80   100 
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4.3 研究協力校の不登校発生率の推移4.3 研究協力校の不登校発生率の推移4.3 研究協力校の不登校発生率の推移4.3 研究協力校の不登校発生率の推移 

まず，研究協力校の 1年生の過去 4年間の不登校発生率の推移をグラフに示した。平成 28年度 A

校では，4月から 7月と 4月から 12月を比較すると 10.8％増加，B校では，0.9％増加している。し

かし，平成 29年度は両校とも増加していない。Ｃ校では，平成 28年度は 4月から 7月と 4月から

12月を比較すると増加してないのに対して，平成 29年度は 1.7％に増加した。 

研究協力校において，4月から 12月までで中学校で初めて不登校になった生徒は、平成 28年度は

5人であったが，平成 29年度は 1人であった（Figure 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

4.4 4.4 4.4 4.4  研究対象生徒研究対象生徒研究対象生徒研究対象生徒 

 A校では，研究対象生徒は１人であった。9月の累積欠席は 3日であったが，その後は月に数日の

欠席があるものの不登校にはなっていない。9月の累積欠席 3日になった時点で初期対応が行われ，
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Figure 14  研究協力校の中学校１年生不登校発生率 
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学校全体の情報共有も早い段階で行われた。その後の支援計画も時期と内容を確認し，学校全体で支

援を行った効果があったと考えられる。定期的に適応指導教室が学年会に参加し，支援の評価や翌月

の支援内容を確認した。 

 B校では，9月の時点ですでに累積欠席 30日以上の状態の生徒が 3人いた。初期対応の段階にある

生徒ではないので，今回の研究の対象にはならないが，適応指導教室の指導員が学年会等に参加し， 

学校の支援と他機関の連携について助言するとともに，定期的に生徒の様子を聞き取った。 

 C校では，「改訂欠席 3日目シート」を作成した生徒は 4人である。しかし，そのうち 3人は欠席

理由が病気等だったため，研究対象生徒は１人であった。 該当生徒は，9月の時点で累積欠席 10日

になり，学年会が行われた。その際，適応指導教室の指導員も参加し，助言を行った。12月末の時点

で累積欠席 30日以上になったが，その後も支援計画を立て支援を継続している。なお，「改訂欠席 3

日目シート」を作成しなかった生徒で，不登校になった生徒が 2人いた。この 2人の生徒の支援につ

いては，学年会ではなく，支援委員会で話し合われた。そのため，「改訂欠席 3 日目シート」の作成

対象にはならなかった。3 校で行った支援の内容と適応指導教室からの助言，その後の結果等の一部

を【資料 5】に示した。 

 

4.5 教員への聞き取り調査の結果4.5 教員への聞き取り調査の結果4.5 教員への聞き取り調査の結果4.5 教員への聞き取り調査の結果 

    教員の聞き取り調査の結果より，「改訂欠席 3 日目シート」については，従来のものより支援を考

える際にわかりやすく，使いやすいといった意見があった。一方，シートの項目の多さや，作成する

時期，活用方法については疑問視する意見もあがった。 

 「学年会・ケース会議」については，さまざまな見立てができ，支援方法が統一できたという意見

があった。一方，学年会で検討してもなかなか支援方法が定まらないケースや累積欠席 3日の生徒を

対象に学年会を行うのは早すぎるのではないかといった意見があった。教員の聞き取り調査であげら

れた意見は以下Table 5に示す。 

Table 5 教員からの聞き取り調査 

改訂欠席 3日目シートについて 

・今までは，紙ベースのシートだったが，電子化されたことにより保存や回覧がしやすくなった。 

・担任以外がチェックするシステムになっていてよかった。 

・Ａ，Ｂ，Ｃをつけることで，学年全体でその生徒について注意してみることができる。 

・該当生徒の状況を整理することができる。 

・チェック項目が多いものの支援計画シートに情報が絞られるので，生徒の見立てがしやすかっ

た。 

・支援計画シートの情報がすっきりしていて見やすい。 

・シートを作成し，会議を行ったがシートの扱いがいまひとつわからない。 

・欠席 3日目シートがなくても生徒の情報交換はできるので，シートがあるからこそ有効な話し

合いが持てる工夫がほしい。 
・記入して終わりになっていた。回覧ができなかった。 

・欠席 3日目シートの項目には，不必要だと思われる項目がある。 
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学年会・ケース会議について 

・学年会で話しあうことで、支援の方向性を統一することができた。 

 ・担任だけではなく，情報や支援方法を共有できたことで，一緒に取り組んでいるという感じが

もてた。 

 ・学年会で検討したものの、家庭環境の困難さがある生徒についての支援については，学校だけ

では対応しきれない。 

・学年会を欠席 3日や 10日に達したタイミングですぐ行うことはできなかった。 

・適応指導教室指導の客観的な意見が入ることで別の見立てや具体的な支援方法について助言が

もらえたのがよかった。 

 

5 考察 5 考察 5 考察 5 考察 

研究協力校の新規不登校発生率の推移，対象教員の事前と事後のアンケートの比較，教員の聞き取

り調査の結果から以下のように考察した。 

 

5.1 研究協力校の不登校発生率の推移 5.1 研究協力校の不登校発生率の推移 5.1 研究協力校の不登校発生率の推移 5.1 研究協力校の不登校発生率の推移 

4．3で述べたように，9月から 12月までの不登校発生率を今年度と過去 3年間で比べると概ね増

加の割合が低かった。しかし，それが「欠席 3日目シート」の改訂によるものか，他の取組によるも

のかは検証できなかった(Figure 13)。それぞれの取組が相乗的に働いて，9月から 12月までの不登

校発生率を概ね抑えることに繋がったのではないかと考えられる。 

 

5.2 教員の意識の変化 5.2 教員の意識の変化 5.2 教員の意識の変化 5.2 教員の意識の変化 

事前のアンケートでは，累積欠席 3日で「不登校傾向のある生徒と感じる」と回答した教員の割合

が 11％であったが，事後のアンケートでは，その割合が 33％に増えた。次に多かったのは累積欠席

10日で 39％であった。不登校傾向であると認識する欠席日数が累積欠席 3日または累積欠席 10日に

集中したことは，職員間の意識の統一や組織的な対応が行われるようになったためと言えよう。 

 「累積欠席 3 日」と感じる割合が増えた理由としては，「累積欠席 3 日」という基準で情報を共有

することで，その生徒に対して教員間で共通の認識を持つということにつながっていると考えられる。

生徒の欠席日数に敏感になり，出欠の状況を確認することは，前述した熊谷市で行われた取組でも，

不登校の発生率を減少できたという効果が示されていた。同じ累積欠席 3日であっても昨年度の欠席

日数がどうであったかによって初期対応の内容も変わってくる。欠席の内容も「毎週月曜日に休むの

か」「特定の授業や行事の前に休むのか」などの分析が必要である。今後は，連続欠席 3 日だけでな

く累積欠席 3日にも敏感になることで初期対応が早期に行われるのではないかと考える。3日に注目

することで，その後の欠席日数や欠席内容に対しても敏感になることができる。 

次に，「累積欠席 10日」で不登校傾向であると感じる割合が増えた理由としては，本研究で「累積

欠席 10日」で学年会を行うという基準を設けたことがあると考える。実際，累積欠席 10日の生徒が

対象になったことで，Ａ校では早期にその生徒が不登校傾向であると気付き，具体的な支援について
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話し合い，支援計画を考えることができた。 

 

5.3 校内体制の検討 5.3 校内体制の検討 5.3 校内体制の検討 5.3 校内体制の検討 

5.3.1  情報の共有 5.3.1  情報の共有 5.3.1  情報の共有 5.3.1  情報の共有 

「欠席 3日目シート」を「ほとんど活用していない」という割合が事前アンケートに比べて事後ア

ンケートでは減少し，「まあまあ活用している」の割合が増加した。教員の聞き取りから，「学年全体

でA，B，Cをつけて回覧できるのはよかった」「該当生徒の状況を把握するのによかった」という意

見からも情報共有ツールとしての役割は果たせた。また，C校では，「まあまあ活用できた」と答えた

割合が高かったことから，大規模校の方が小規模校に比べ，情報共有のためのツールの必要性が高い

と考えられる。 

しかし，半数以上の教員が「あまり活用できていない」と感じていた。その主な理由は，「活用の

方法がわからない」というものであった。共有した情報からどのように生徒の情報を読み取るのかを

具体的に示すことができなかったことからこのような結果になったと考える。 

 

5.3.2 支援方法の検討 5.3.2 支援方法の検討 5.3.2 支援方法の検討 5.3.2 支援方法の検討 

支援方法の検討については，従来は「欠席 3日目シート」に情報を入力するものの，支援の計画に

つなげていくような取組は少なかった。しかし，今回の研究では「改訂欠席 3日目シート」に，必要

な情報を入力すれば「個別支援計画シート」に情報が抽出され，課題が反映される仕組みを付加した。

そのことにより，どこに注目して支援を考えればよいかが明確になった。また，「個別支援計画シート」

を回覧する際に各教員の見立てを記入する欄を設けた。それぞれの教員の見立てを知ることができ，

共通の認識を持つきっかけになったことが推察される。また，「個別支援計画」を作成することで，何

を目的に対象生徒を支援しているかを確認することができ、支援の方向性が揃えられたのではないか

と考えられる。 

事後アンケートで，「まあまあ活用できた」という教員の活用の仕方に注目すると，事前アンケー

トに比べ「学年教師集団における情報の共有」だけでなく，「支援方法」を考えるのに活用できたとい

う回答が増加している。活用方法を，具体的に示したことで，「改訂欠席 3 日目シート」が情報共有

のツールとしてだけでなく，支援方法を考えるツールとして活用されたことがわかる。 

岩手県立総合教育センター（2010）では，学校側が生徒の見立てを行ったものの有効な対応策を見

出せずにいるケースに対して「見立ての基本モデル」を示したり，熊谷市（2009）が，累積欠席 3日

の児童生徒に対して，支援方法を助言したりしている。今回の研究においても，「改訂欠席 3 日目シ

ート」の支援例や適応指導教室の指導員の助言が，生徒を支援するうえで有効に働いたと考えられる。 

 

5.3.3 校内支援体制の機能化 5.3.3 校内支援体制の機能化 5.3.3 校内支援体制の機能化 5.3.3 校内支援体制の機能化 

    今回の研究では，適応指導教室が校内支援体制の流れを提案した。「改訂欠席 3 日目シート」の作

成，生徒のアセスメント，学年会でケース会議といった一連の支援の流れのマニュアルを提案したこ
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とで，不登校の初期対応の機能化が進み，支援が円滑に行われた研究協力校もあった。また，適応指

導教室が適宜介入し，欠席状況の確認，学年会へ参加することで学校として今後行うことの確認，目

標の設定，支援の見直しなどをするように促したことも効果につながったと考えられる。 

 福岡市教育センター（2016）の研究結果では，既存の組織を工夫・改善して校内支援モデルを構築

し，その校内支援モデルに沿って取り組み，教員の中に不登校の初期対応の流れを共有したことで，

支援体制の機能化と役割の明確が周知されたことが示されている。本研究の対象校でも同様の取組が

行われたと考えられる。 

なお，【資料 6】に示した A 校の支援体制に見られるように，小規模校の場合は、学年会をすぐに

持つことができ，情報共有だけでなく支援方針も共有しやすいという点がある。しかし，中規模校B

校，大規模校 C校で行う場合，「改訂欠席 3日目シート」が作成されたすべての生徒に対して，担当

の教員が全員で話し合いを行うというのは，難しい状態である。そのことから，学年主任，教育相談

担当，担任といった少人数であらかじめ組織的な支援の必要性の有無を検討した上で，学年会や支援

委員会を持つといった支援体制が適していると言えよう。学校規模によって，より良い支援体制の在

り方は異なると考えられるため，今後そういった観点からも「改訂欠席 3日目シート」の活用の仕方

について考えていく必要がある。 

  

5.4 今後の課題 5.4 今後の課題 5.4 今後の課題 5.4 今後の課題 

課題としては，「改訂欠席 3 日目シート」の各項目の情報が不登校の初期対応に有効に働く情報か

否かの検証が不十分であるという点が挙げられる。本研究で，欠席 3日に達した時点でシートを作成

したが，担任がチェックを入れた項目が少なく，生徒をアセスメントするために必要な情報が十分に

得られなかった。そのため、「改訂欠席 3 日目シート」の情報だけでは「生徒個別支援シート」を作

成できなかった。「改訂欠席 3 日目シート」の項目が生徒のアセスメントを行うことに適しているか

は，今後，教員への聞き取りを行うなどして精査していく必要がある。 

また，「改訂欠席 3日目シート」を活用できない理由として「必要のない生徒に作成する」「活用の

仕方がわからない」という項目の割合が高いことは課題である。事前に欠席理由が明らかな生徒につ

いてはシートを作成しなくてもよいと伝えてあったが，そのことが周知されていなかったこと，また

作成の有無の判断が難しいといったこと，さらにシートの情報の活用方法を丁寧に提示しなかったこ

とが原因と考えられる。 

次に，初期対応が指し示す内容について，教師間でその理解が異なることが，本研究の過程で見ら

れた。教員への聞き取りでは，生徒の欠席理由に曖昧なところがある場合，電話連絡や家庭訪問はな

されており，それを初期対応だとは感じずに自然に対応している教員が多いと考えた。本研究によっ

て，支援方法などを考える会議などを持つことが本格的な初期対応だと感じたようである。最初に行

う，「電話」や「家庭訪問」からすでに初期対応は始まっていると意識をもって取り組むことでさらに

その後の支援につながると考えられる。 

 また，生徒の欠席管理が継続的にできていなかったことが挙げられる。例えば，「小中不登校連携シ
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ート」の有無が確認されておらず，「累積欠席 10日」に達したことに気づくのが遅くなったというこ

とがあった。「改訂欠席 3 日目シート」を 1 度作成した生徒に対しては，より注意深く様子を観察す

る必要があるため，欠席日数を管理する役割を学年内で設けるというのも一つの方法であろう。 

文部科学省（2016）は，「各分掌の役割を理解し，児童生徒の見取りや関係者への情報伝達を行う

コーディネーターの存在が重要である」と指摘している。今回，「改訂欠席 3 日目シート」が作成さ

れ「個別の支援シート」が学年全体に回覧されるまでに時間がかかるといった課題があった。その点

からも，情報の伝達を円滑に行うコーディネーターの存在は必要であると言える。例えば，教育相談

担当が中心となって，各学年に前述の役割を行う担当を決め，校内体制の中で明確化することで，円

滑に情報が伝達されるのではないかと考える。 

本研究では，各校における生徒の見立てと支援の在り方について，適応指導教室が客観的な視点か

ら助言を行った。不登校対応の事例を多く持っている適応指導教室が，通級している生徒に対する不

登校対応の経験をもとに助言することは，学年の教師が生徒の特性に目を向けたり、具体的な支援方

法を考えたりする上で有効に働いた。今後，適応指導教室が持っている支援のノウハウを具体的に市

内全ての学校に広めていくことが今後の課題と言える。今後，不登校対応についての知識を多くの教

員が身に付けられるような研修の場が必要であると考える。 
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○

な

し

名 前

（

１

）

欠

席

時

の

家

庭

で

の

過

ご

し

方

（

１

）

欠

席

時

の

家

庭

で

の

過

ご

し

方

（

１

）

欠

席

時

の

家

庭

で

の

過

ご

し

方

（

１

）

欠

席

時

の

家

庭

で

の

過

ご

し

方

○

 

 

否

定

的

 

 

ど

ち

ら

で

も

な

い

 

 

未

確

認

○

○

 

 

否

定

的

 

 

ど

ち

ら

で

も

な

い

　

・

家

庭

で

学

習

を

実

施

し

て

い

る

　

○

は

い

 

 

 

い

い

え

 

 

 

 

３

日

間

と

も

保

護

者

か

ら

欠

席

の

連

絡

が

あ

っ

た

○

 

 

本

人

・

 

 

保

護

者

 

 

 

 

大

変

強

い

 

 

強

い

 

 

保

護

者

・

本

人

と

連

絡

が

と

れ

な

い

○

 

 

大

変

弱

い

（

３

）

登

校

を

拒

否

す

る

様

子

（

３

）

登

校

を

拒

否

す

る

様

子

（

３

）

登

校

を

拒

否

す

る

様

子

（

３

）

登

校

を

拒

否

す

る

様

子

 

 

病

気

・

け

が

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

 

 

未

確

認

　

○

激

し

く

訴

え

る

　

　

 

 

朝

起

き

な

い

 

 

 

 

準

備

は

す

る

が

登

校

で

き

な

い

　

 

 

送

り

出

す

人

が

い

な

い

 

 

そ

の

他

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

○  

 

（

４

）

最

近

１

ヶ

月

の

様

子

（

４

）

最

近

１

ヶ

月

の

様

子

（

４

）

最

近

１

ヶ

月

の

様

子

（

４

）

最

近

１

ヶ

月

の

様

子

 

 

　

　　

　

①

①①

①

登

校

方

法

登

校

方

法

登

校

方

法

登

校

方

法

 

 

そ

の

他

　

　

 

 

自

力

登

校

　

　

○

保

護

者

が

送

迎

 

 

教

師

や

友

達

の

迎

え

　

　

　

 

 

 

そ

の

他

　

　　

　

②

②②

②

登

校

時

登

校

時

登

校

時

登

校

時

の

のの

の

様

子

様

子

様

子

様

子

 

 

な

し

○

未

確

認

○

授

業

に

は

出

席

し

て

い

る

 

 

あ

り

 

 

授

業

に

参

加

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

 

 

Ｓ

Ｃ

 

 

北

勢

児

童

相

談

所

　

　

 

 

Ｓ

Ｓ

Ｗ

 

 

　

　　

　

③

③③

③

教

師

教

師

教

師

教

師

と

の

と

の

と

の

と

の

会

話

会

話

会

話

会

話

 

 

教

育

支

援

課

へ

の

相

談

 

 

適

応

指

導

教

室

へ

の

相

談

　

　

　

 

 

自

然

に

会

話

で

き

る

 

 

会

話

で

き

る

教

師

と

で

き

な

い

教

師

が

い

る

 

 

発

達

総

合

支

援

室

 

 

あ

さ

け

支

援

セ

ン

タ

ー

○

聞

か

れ

る

と

答

え

る

が

、

会

話

が

続

か

な

い

 

 

Y

E

S

n

e

t

 

 

家

庭

児

童

相

談

室

 

 

会

話

を

拒

否

す

る

 

 

民

間

施

設

へ

の

相

談

・

通

院

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

施

設

）

　

　　

　

④

④④

④

教

室

教

室

教

室

教

室

に

にに

に

話

話話

話

が

で

き

る

が

で

き

る

が

で

き

る

が

で

き

る

友

人

友

人

友

人

友

人

が

い

る

が

い

る

が

い

る

が

い

る

 

 

医

療

機

関

へ

の

通

院

・

入

院

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

病

院

）

○

い

る

 

 

い

な

い

 

 

未

確

認

 

 

そ

の

他

　

　　

　

⑤

⑤⑤

⑤

休

休休

休

み

みみ

み

時

間

時

間

時

間

時

間

の

のの

の

様

子

様

子

様

子

様

子

 

 

友

達

と

過

ご

し

て

い

る

○

居

心

地

が

悪

い

様

子

が

あ

る

 

 

一

人

で

い

る

こ

と

が

多

い

 

 

未

確

認

民

生

委

員

児

童

委

員

・

主

任

児

童

委

員

へ

の

相

談

学

年

主

任

　

＊

詳

細

　

　

（

理

由

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

そ

の

他

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

記

入

者

（

担

任

）

記

入

者

（

担

任

）

記

入

者

（

担

任

）

記

入

者

（

担

任

）

△

△

　

△

△

△

欠

席

時

期

　

２

９

　

　

年

　

７

　

月

　

１

　

日

　

～

　

　

２

９

年

　

７

　

月

　

３

　

日

≪

周

り

が

で

き

る

こ

と

≫

次

回

支

援

委

員

会

　

　

　

　

　

　

月

　

　

　

　

日

≪

担

任

と

し

て

で

き

る

こ

と

≫

1

番

性

別

１

　

初

期

対

応

　

１

　

初

期

対

応

　

１

　

初

期

対

応

　

１

　

初

期

対

応

　

２

　

考

え

ら

れ

る

欠

席

理

由

（

複

数

可

）

２

　

考

え

ら

れ

る

欠

席

理

由

（

複

数

可

）

２

　

考

え

ら

れ

る

欠

席

理

由

（

複

数

可

）

２

　

考

え

ら

れ

る

欠

席

理

由

（

複

数

可

）

３

　

他

機

関

と

の

関

係

の

有

無

３

　

他

機

関

と

の

関

係

の

有

無

３

　

他

機

関

と

の

関

係

の

有

無

３

　

他

機

関

と

の

関

係

の

有

無

養

護

　

≪

委

員

会

や

Ｓ

Ｃ

か

ら

の

意

見

や

情

報

≫

４

　

児

童

生

徒

の

様

子

４

　

児

童

生

徒

の

様

子

４

　

児

童

生

徒

の

様

子

４

　

児

童

生

徒

の

様

子

さ

ん

欠

席

３

日

目

シ

ー

ト

さ

ん

欠

席

３

日

目

シ

ー

ト

さ

ん

欠

席

３

日

目

シ

ー

ト

さ

ん

欠

席

３

日

目

シ

ー

ト

【

記

入

日

】

【

記

入

日

】

【

記

入

日

】

【

記

入

日

】

Ｓ

Ｃ

支

援

委

員

会

担

当

２

９

　

年

　

　

７

 

月

　

 

　

４

日

２

９

　

年

　

　

７

 

月

　

 

　

４

日

２

９

　

年

　

　

７

 

月

　

 

　

４

日

２

９

　

年

　

　

７

 

月

　

 

　

４

日

不

登

校

対

策

担

当

当

月

の

欠

席

日

数

日

日

担

任

フ

リ

ガ

ナ

フ

リ

ガ

ナ

フ

リ

ガ

ナ

フ

リ

ガ

ナ

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

1

年

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

男

1

　

組

回

　

覧

回

　

覧

回

　

覧

回

　

覧

校

長

教

頭

友

達

関

係

の

こ

じ

れ

　

保

護

者

の

都

合

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

で

登

校

し

な

い

　

学

習

面

の

遅

れ

・

特

定

の

教

科

か

ら

の

回

避

保

護

者

が

病

気

で

あ

る

と

い

っ

て

い

る

が

、

登

校

し

ぶ

り

が

み

ら

れ

る

学

校

か

ら

欠

席

の

確

認

電

話

を

し

た

。

　

（

１

）

１

日

目

の

電

話

連

絡

の

反

応

（

　

７

　

　

月

　

１

　

　

日

）

　

（

１

）

１

日

目

の

電

話

連

絡

の

反

応

（

　

７

　

　

月

　

１

　

　

日

）

　

（

１

）

１

日

目

の

電

話

連

絡

の

反

応

（

　

７

　

　

月

　

１

　

　

日

）

　

（

１

）

１

日

目

の

電

話

連

絡

の

反

応

（

　

７

　

　

月

　

１

　

　

日

）

　

（

２

）

２

日

目

の

家

庭

訪

問

の

反

応

（

　

　

７

　

月

　

２

　

　

日

）

　

（

２

）

２

日

目

の

家

庭

訪

問

の

反

応

（

　

　

７

　

月

　

２

　

　

日

）

　

（

２

）

２

日

目

の

家

庭

訪

問

の

反

応

（

　

　

７

　

月

　

２

　

　

日

）

　

（

２

）

２

日

目

の

家

庭

訪

問

の

反

応

（

　

　

７

　

月

　

２

　

　

日

）

　

（

３

）

保

護

者

か

ら

学

校

へ

の

連

絡

　

（

３

）

保

護

者

か

ら

学

校

へ

の

連

絡

　

（

３

）

保

護

者

か

ら

学

校

へ

の

連

絡

　

（

３

）

保

護

者

か

ら

学

校

へ

の

連

絡

（

２

）

登

校

に

対

す

る

本

人

の

意

識

（

２

）

登

校

に

対

す

る

本

人

の

意

識

（

２

）

登

校

に

対

す

る

本

人

の

意

識

（

２

）

登

校

に

対

す

る

本

人

の

意

識

未

確

認

　

　

　

　

　

　

日

４

月

か

ら

の

欠

席

日

数

　

昨

年

度

の

欠

席

日

数

弱

い

　

　

　

　

 

肯

定

的

　

　

　

肯

定

的

　

　

　

　

　

・

好

ん

で

行

っ

て

い

る

活

動

（

　

　

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

集

団

に

な

じ

め

ず

些

細

な

理

由

で

、

学

校

を

休

む

傾

向

未

確

認

聞

い

て

い

る

（

誰

か

ら

　

　

　

　

　

　

　

 

 

　

）

 

   

　

組

　

組

　

組

　

組

　

な

し

　

　

 

異

装

　

　

 

 

 

 

　

茶

髪

○

柔

軟

性

が

な

い

ま

わ

り

の

目

を

気

に

す

る

　

飲

酒

　

暴

力

行

為

　

深

夜

徘

徊

　

○

友

人

と

の

ト

ラ

ブ

ル

が

目

立

つ

　

○

特

定

の

教

科

や

行

事

を

拒

否

す

る

　

家

出

　

不

純

異

性

行

為

　

　

喫

煙

自

己

中

心

性

が

あ

る

　

そ

の

他

(

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

)

○

活

動

に

消

極

的

・

無

気

力

 

孤

立

感

が

あ

る

○

自

己

肯

定

感

が

低

い

休

み

な

が

ら

参

加

　

　

　

朝

練

に

は

参

加

　

　

す

ぐ

に

か

っ

と

な

り

や

す

い

楽

観

的

で

あ

る

休

日

の

み

参

加

　

　

参

加

し

て

い

な

い

　

 

 

 

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

と

る

の

が

苦

手

自

己

表

現

が

苦

手

で

あ

る

集

中

力

が

持

続

し

な

い

幼

稚

さ

が

あ

る

そ

の

他

、

気

に

な

る

と

こ

ろ

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　

）

家

庭

で

は

乱

暴

な

言

動

が

あ

る

生

活

環

境

が

と

と

の

っ

て

い

な

い

あ

り

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

　

な

し

未

確

認

弱

い

　

　

　

　

未

確

認

あ

り

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

　

な

し

未

確

認

協

力

的

で

あ

る

　

積

極

的

で

は

な

い

が

拒

否

は

し

な

い

規

則

正

し

い

不

規

則

（

起

き

ら

れ

な

い

・

就

寝

が

遅

い

）

 

未

確

認

学

校

の

提

案

に

拒

否

的

で

あ

る

　

不

明

あ

る

な

い

不

明

あ

る

な

い

○

い

な

い

○

な

い

未

確

認

相

手

父

母

　

　　

　

詳

細

一

斉

授

業

で

は

理

解

で

き

な

い

　

な

い

　

　

未

確

認

　

あ

る

（

遅

れ

の

程

度

：

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

（

特

定

の

教

科

：

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

良

い

　

ど

ち

ら

で

も

な

い

　

悪

い

　

未

確

認

　

な

い

　

　

　

わ

か

ら

な

い

　

あ

る

多

少

見

受

け

ら

れ

る

良

い

　

ど

ち

ら

で

も

な

い

　

悪

い

　

未

確

認

診

断

さ

れ

て

い

る

不

明

な

い

未

確

認

（

６

）

親

子

関

係

に

お

け

る

ト

ラ

ブ

ル

の

有

無

（

６

）

親

子

関

係

に

お

け

る

ト

ラ

ブ

ル

の

有

無

（

６

）

親

子

関

係

に

お

け

る

ト

ラ

ブ

ル

の

有

無

（

６

）

親

子

関

係

に

お

け

る

ト

ラ

ブ

ル

の

有

無

兄

・

姉

弟

・

妹

緊

張

し

や

す

い

　

ス

ト

レ

ス

に

対

し

て

回

避

的

で

あ

る

　

　

本

人

の

好

き

な

教

科

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

（

５

）

兄

弟

姉

妹

に

も

不

登

校

・

不

登

校

経

験

者

が

い

る

（

５

）

兄

弟

姉

妹

に

も

不

登

校

・

不

登

校

経

験

者

が

い

る

（

５

）

兄

弟

姉

妹

に

も

不

登

校

・

不

登

校

経

験

者

が

い

る

（

５

）

兄

弟

姉

妹

に

も

不

登

校

・

不

登

校

経

験

者

が

い

る

（

６

）

過

去

に

い

じ

め

た

経

験

が

あ

る

（

６

）

過

去

に

い

じ

め

た

経

験

が

あ

る

（

６

）

過

去

に

い

じ

め

た

経

験

が

あ

る

（

６

）

過

去

に

い

じ

め

た

経

験

が

あ

る

（

７

）

活

動

・

教

科

の

好

み

に

つ

い

て

（

７

）

活

動

・

教

科

の

好

み

に

つ

い

て

（

７

）

活

動

・

教

科

の

好

み

に

つ

い

て

（

７

）

活

動

・

教

科

の

好

み

に

つ

い

て

（

1

）

児

童

・

生

徒

の

家

庭

で

の

様

子

（

1

）

児

童

・

生

徒

の

家

庭

で

の

様

子

（

1

）

児

童

・

生

徒

の

家

庭

で

の

様

子

（

1

）

児

童

・

生

徒

の

家

庭

で

の

様

子

（

２

）

登

校

に

対

す

る

保

護

者

の

意

識

（

２

）

登

校

に

対

す

る

保

護

者

の

意

識

（

２

）

登

校

に

対

す

る

保

護

者

の

意

識

（

２

）

登

校

に

対

す

る

保

護

者

の

意

識

（

３

）

学

校

と

の

連

携

（

３

）

学

校

と

の

連

携

（

３

）

学

校

と

の

連

携

（

３

）

学

校

と

の

連

携

(

９

）

A

D

H

D

・

L

D

・

広

汎

性

発

達

障

害

の

傾

向

に

つ

い

て

(

９

）

A

D

H

D

・

L

D

・

広

汎

性

発

達

障

害

の

傾

向

に

つ

い

て

(

９

）

A

D

H

D

・

L

D

・

広

汎

性

発

達

障

害

の

傾

向

に

つ

い

て

(

９

）

A

D

H

D

・

L

D

・

広

汎

性

発

達

障

害

の

傾

向

に

つ

い

て

（

1

2

）

部

活

動

　

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

）

（

1

2

）

部

活

動

　

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

）

（

1

2

）

部

活

動

　

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

）

（

1

2

）

部

活

動

　

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

）

(

中

学

校

の

み

）

６

　

家

庭

の

様

子

６

　

家

庭

の

様

子

６

　

家

庭

の

様

子

６

　

家

庭

の

様

子

（

４

）

家

庭

生

活

に

急

激

な

変

化

が

あ

っ

た

り

、

何

ら

か

の

問

題

考

え

ら

れ

る

か

？

（

４

）

家

庭

生

活

に

急

激

な

変

化

が

あ

っ

た

り

、

何

ら

か

の

問

題

考

え

ら

れ

る

か

？

（

４

）

家

庭

生

活

に

急

激

な

変

化

が

あ

っ

た

り

、

何

ら

か

の

問

題

考

え

ら

れ

る

か

？

（

４

）

家

庭

生

活

に

急

激

な

変

化

が

あ

っ

た

り

、

何

ら

か

の

問

題

考

え

ら

れ

る

か

？

あ

る

　

（

２

）

身

体

的

不

調

（

頭

痛

・

腹

痛

な

ど

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

２

）

身

体

的

不

調

（

頭

痛

・

腹

痛

な

ど

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

２

）

身

体

的

不

調

（

頭

痛

・

腹

痛

な

ど

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

２

）

身

体

的

不

調

（

頭

痛

・

腹

痛

な

ど

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

そ

の

他

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

話

し

合

い

の

場

（

機

会

）

が

持

て

な

い

　

　

　

毎

日

参

加

　

 

 

強

い

　

　

　

　

　

（

４

）

生

活

リ

ズ

ム

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

４

）

生

活

リ

ズ

ム

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

４

）

生

活

リ

ズ

ム

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

４

）

生

活

リ

ズ

ム

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

３

）

精

神

的

不

調

（

不

眠

・

不

安

・

暴

力

・

食

欲

不

振

等

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

３

）

精

神

的

不

調

（

不

眠

・

不

安

・

暴

力

・

食

欲

不

振

等

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

３

）

精

神

的

不

調

（

不

眠

・

不

安

・

暴

力

・

食

欲

不

振

等

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

３

）

精

神

的

不

調

（

不

眠

・

不

安

・

暴

力

・

食

欲

不

振

等

）

（

最

近

1

ヶ

月

の

間

）

（

５

）

過

去

に

い

じ

め

ら

れ

た

経

験

（

５

）

過

去

に

い

じ

め

ら

れ

た

経

験

（

５

）

過

去

に

い

じ

め

ら

れ

た

経

験

（

５

）

過

去

に

い

じ

め

ら

れ

た

経

験

(

８

)

学

業

不

振

(

８

)

学

業

不

振

(

８

)

学

業

不

振

(

８

)

学

業

不

振

本

人

の

嫌

い

な

活

動

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

本

人

の

苦

手

な

教

科

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

（

１

1

）

非

行

傾

向

（

１

1

）

非

行

傾

向

（

１

1

）

非

行

傾

向

（

１

1

）

非

行

傾

向

（

最

近

１

ヶ

月

の

間

）

恐

喝

万

引

き

 

担

任

 

担

任

 

担

任

 

担

任

△

△

　

△

△

△

男

男男

男

５

　

児

童

生

徒

の

特

性

５

　

児

童

生

徒

の

特

性

５

　

児

童

生

徒

の

特

性

５

　

児

童

生

徒

の

特

性

（

１

）

子

ど

も

の

特

性

に

つ

い

て

（

複

数

可

）

（

１

）

子

ど

も

の

特

性

に

つ

い

て

（

複

数

可

）

（

１

）

子

ど

も

の

特

性

に

つ

い

て

（

複

数

可

）

（

１

）

子

ど

も

の

特

性

に

つ

い

て

（

複

数

可

）

名

前

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

年

名

前

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

年

名

前

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

年

名

前

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

年

1

1

番

1

1

番

1

1

番

1

1

番

1

11

1

あ

る

（

障

害

名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

）

（

１

０

）

　

（

９

）

以

外

の

障

害

が

あ

る

（

１

０

）

　

（

９

）

以

外

の

障

害

が

あ

る

（

１

０

）

　

（

９

）

以

外

の

障

害

が

あ

る

（

１

０

）

　

（

９

）

以

外

の

障

害

が

あ

る

未

確

認

あ

る

（

詳

細

：

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

な

い

未

確

認

父

と

の

関

係

非

常

に

良

い

　

母

と

の

関

係

非

常

に

良

い

　

部

活

動

の

転

部

が

あ

っ

た

　

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

か

ら

　

　

年

　

　

月

頃

　

）

　

い

る

（

現

在

の

学

年

　

　

　

・

　

　

歳

頃

に

不

登

校

）

あ

る

　

（

詳

細

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

（

８

）

虐

待

の

可

能

性

（

８

）

虐

待

の

可

能

性

（

８

）

虐

待

の

可

能

性

（

８

）

虐

待

の

可

能

性

（

７

）

親

子

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

（

７

）

親

子

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

（

７

）

親

子

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

（

７

）

親

子

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

本

人

の

好

き

な

活

動

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）
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【資料2－2】



 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    【
支
援
体
制
】
 

 

①
 
改
訂
版
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
の
作
成
 

連
続
欠
席

3
日
の
生
徒
及
び
月
の
累
積
欠
席

3
日
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
作
成
す
る
。
 

 

②
 
改
訂
版
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
に
よ
る
生
徒
の
課
題
の
現
状
分
析
 

改
訂
版
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
内
に
あ
る
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
形
式
に
従
っ
て
、
 

担
任
が
入
力
す
る
。
 

 

③
 
入
力
後
、
改
訂
版
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
（
前
半
部
分
）
〕
の
情
報
を
 

３
日
以
内
に
学
年
及
び
管
理
職
・
教
育
相
談
担
当
で
共
有
す
る
。
 

   

④
 
学
年
の
教
員
は
、
対
象
生
徒
が
、
以
下
の
〈
Ａ
〉
〈
Ｂ
〉
〈
Ｃ
〉
の
ど
の
状
態
で
あ
る
の
か
見
立
て
を

し
、
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
「
見
立
て
」
欄
に
記
入
す
る
。
 

〈
Ａ
〉
「
欠
席
の
継
続
が
予
測
さ
れ
、
学
年
会
等
で
の
支
援
方
法
の
検
討
が
必
要
な
生
徒
」
 

〈
Ｂ
〉
「
欠
席
が
一
時
的
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
各
教
師
で
配
慮
し
て
支
援
し
て
い
く
生
徒
」
 

〈
Ｃ
〉
「
欠
席
が
今
回
の
み
と
予
測
さ
れ
、
現
時
点
で
は
特
別
な
支
援
が
必
要
で
な
い
生
徒
」
 

 

⑤
 
各
教
員
の
「
見
立
て
」
を
基
に
、
学
年
主
任
、
教
育
相
談
担
当
、
管
理
職
で
対
象
生
徒
が
〈
Ａ
〉〈
Ｂ
〉

〈
Ｃ
〉
の
い
ず
れ
か
を
判
断
し
、
今
後
の
支
援
の
方
向
性
を
示
す
。（
数
で
は
な
く
、
総
合
的
に
判
断

す
る
）
 

 

⑥
 
〈
Ａ
〉
の
場
合
は
、
学
年
会
等
を
開
き
、
支
援
シ
ー
ト
の
「
支
援
例
」
を
参
考
に
支
援
方
法
を
考
え

る
。
 

 

⑦
 
〈
Ｂ
〉
〈
Ｃ
〉
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
累
積
欠
席

1
0
日
に
達
し
た
場
合
は
学
年
会
等
を
開
き
、
支
援

方
法
を
検
討
す
る
。
 

 

フ
ァ

イ
ル

に
「

共
有

」
を

か
け

、
改

訂
版

「
欠

席
3

日
目

シ
ー

ト
」

に
い

つ
で

も
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

を
作

成
し

て
お

く
。

 

 

学
年
会
・
校
内
支
援
委
員
会
等
の
取
組

学
年
会
・
校
内
支
援
委
員
会
等
の
取
組

学
年
会
・
校
内
支
援
委
員
会
等
の
取
組

学
年
会
・
校
内
支
援
委
員
会
等
の
取
組
 

（
以
下
は
、
学
年
会
の
例
）
 

 
取

組
内

容
 

開催前に 

・
改
訂
版
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
で
事
前
に
情
報
共
有
を
行
う
。
 

・
改
訂
版
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
支
援
例
を
参
考
に
担
任
が
支
援
計
画
を
考
え

る
。
（
シ
ー
ト
の
ア
・
イ
ま
で
記
入
す
る
）
 

日時設定 

・
日
時
の
設
定
、
進
行
は
、
学
年
主
任
ま
た
は
支
援
担
当
（
教
育
相
談
担
当
）
で
行
う
。
 

・
短
時
間
で
の
設
定
を
基
本
と
す
る
。
（
1
0
分
以
内
を
目
安
に
）
 

学年会 

〔
検
討
事
項
〕
 

・
担
任
が
事
前
に
立
て
た
支
援
計
画
を
基
に
、
以
下
の
視
点
で
支
援
内
容
・
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
い
つ
、
ど
の
場
面
で
、
誰
が
誰
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
・
指
導
を
行
う
の
か
。
 

・
役
割
分
担
（
背
中
を
押
す
役
、
受
け
入
れ
る
役
）。

 

・
ど
う
な
れ
ば
成
果
が
あ
っ
た
と
す
る
の
か
（
目
標
を
決
め
る
）
等
。
 

 
＜
例
＞
・
本
人
、
保
護
者
に
ど
の
よ
う
な
声
掛
け
を
す
る
の
か
（
依
頼
内
容
を
含
む
）
。
 

 
 
 
 
・
本
人
へ
の
課
題
（
宿
題
）
の
調
整
（
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
）
。
 

 
 
 
 
・
指
導
を
す
る
べ
き
こ
と
、
支
援
を
す
る
べ
き
こ
と
。
 

・
次
回
の
学
年
会
等
（
支
援
の
「
振
り
返
り
」
を
行
う
日
時
）
を
設
定
す
る
。
（
目
安

1
か
月
程
度
）
 

学年会後 
・
生
徒
と
関
わ
り
の
あ
る
教
員
で
、
学
年
会
等
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
教
員
に
は
、
学
年
主
任
ま
た
は
支
援
担
当

（
教
育
相
談
担
当
等
）
が
、
支
援
の
方
針
（
い
つ
ま
で
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
）
を
説
明
す
る
。
 

・
次
回
の
学
年
会
等
ま
で
に
、
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
随
時
学
年
会
等
を
行
う
。
 

次の学年会 

・
支
援
内
容
・
方
法
の
振
り
返
り
を
行
う
。
 

・
支
援
の
成
果
を
確
認
し
、
支
援
方
法
の
改
善
を
行
う
。
 

・
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
に
加
筆
す
る
。
 

 

   

シ
ー

ト
が

足
ら

な
く

な
っ

た
場

合
は

、
フ

ァ
イ

ル
名

に
日

付
を

つ
け

て
新

た
な

フ
ァ

イ
ル

を
作

る
。

 

支
援

計
画

の
部

分
だ

け
上

書
き

を
す

る
。
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改
訂
版
「
欠
席
３
日
目
シ
ー
ト
」
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
作
成
 

改
訂
版
「
欠
席
３
日
目
シ
ー
ト
」
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
作
成
 

改
訂
版
「
欠
席
３
日
目
シ
ー
ト
」
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
作
成
 

改
訂
版
「
欠
席
３
日
目
シ
ー
ト
」
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
作
成
 

①
 

連
続

欠
席

３
日

、
月

の
累

積
欠

席
３

日
に

な
っ

た
場

合
に

作
成

す
る

。
 

②
 

学
年

で
対

象
生

徒
の

様
子

を
見

立
て

、
〈

Ａ
〉
〈

Ｂ
〉〈

Ｃ
〉

を
つ

け
る

。
 

③
 

情
報

共
有

後
、

学
年

主
任

、
支

援
担

当
（

教
育

相
談

担
当

）
で

今
後

の
方

針
を

決
め

る
。

（
適

宜
、

Ｓ
Ｃ

に
相

談
）

 

④
 

管
理

職
に

報
告

・
相

談
す

る
。

 

対
象
生
徒
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
①
～
②
の
サ
イ
ク
ル
を
続
け
る
。

対
象
生
徒
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
①
～
②
の
サ
イ
ク
ル
を
続
け
る
。

対
象
生
徒
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
①
～
②
の
サ
イ
ク
ル
を
続
け
る
。

対
象
生
徒
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
①
～
②
の
サ
イ
ク
ル
を
続
け
る
。
 

〈〈 〈〈
Ａ
〉
「
欠
席
の
継
続
が
予
測
さ
れ
、

Ａ
〉
「
欠
席
の
継
続
が
予
測
さ
れ
、

Ａ
〉
「
欠
席
の
継
続
が
予
測
さ
れ
、

Ａ
〉
「
欠
席
の
継
続
が
予
測
さ
れ
、

学
年
会
等
で
の
支
援
方
法
の
検
討
が

学
年
会
等
で
の
支
援
方
法
の
検
討
が

学
年
会
等
で
の
支
援
方
法
の
検
討
が

学
年
会
等
で
の
支
援
方
法
の
検
討
が

必
要
な
生
徒
」
の
場
合
 

必
要
な
生
徒
」
の
場
合
 

必
要
な
生
徒
」
の
場
合
 

必
要
な
生
徒
」
の
場
合
 

〔
生

徒
個

別
支

援
シ

ー
ト

(ア
の

部

分
)〕

に
担

任
が

記
入

し
、

学
年

会
等

を

開
い

て
支

援
方

法
を

検
討

し
な

が
ら

支

援
す

る
。

 

〈
Ｂ
〉
「
欠
席
が
一
時
的
で
あ
る
こ
と

〈
Ｂ
〉
「
欠
席
が
一
時
的
で
あ
る
こ
と

〈
Ｂ
〉
「
欠
席
が
一
時
的
で
あ
る
こ
と

〈
Ｂ
〉
「
欠
席
が
一
時
的
で
あ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
、
各
教
師
で
配
慮
し
て
支

が
予
測
さ
れ
、
各
教
師
で
配
慮
し
て
支

が
予
測
さ
れ
、
各
教
師
で
配
慮
し
て
支

が
予
測
さ
れ
、
各
教
師
で
配
慮
し
て
支

援
し
て
い
く
生
徒
」
の
場
合
 

援
し
て
い
く
生
徒
」
の
場
合
 

援
し
て
い
く
生
徒
」
の
場
合
 

援
し
て
い
く
生
徒
」
の
場
合
 

対
象

生
徒

に
関

わ
る

教
員

が
、

本
人

の
状

況
に

留
意

し
な

が
ら

支
援

す
る

。
 

〈
Ｃ
〉
「
欠
席
が
今
回
の
み
と
予
測
さ

〈
Ｃ
〉
「
欠
席
が
今
回
の
み
と
予
測
さ

〈
Ｃ
〉
「
欠
席
が
今
回
の
み
と
予
測
さ

〈
Ｃ
〉
「
欠
席
が
今
回
の
み
と
予
測
さ

れ
、
現
時
点
で
は
特
別
な
支
援
が
必
要

れ
、
現
時
点
で
は
特
別
な
支
援
が
必
要

れ
、
現
時
点
で
は
特
別
な
支
援
が
必
要

れ
、
現
時
点
で
は
特
別
な
支
援
が
必
要

で
な
い
生
徒
」
の
場
合
 

で
な
い
生
徒
」
の
場
合
 

で
な
い
生
徒
」
の
場
合
 

で
な
い
生
徒
」
の
場
合
 

対
象

生
徒

に
対

し
て

、
こ

れ
ま

で
通

り
の

様
子

を
て

い
ね

い
に

見
て

い
く

。
 

〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
に
、
月
の
欠
席
を
記
入
し
て
い
く
。

〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
に
、
月
の
欠
席
を
記
入
し
て
い
く
。

〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
に
、
月
の
欠
席
を
記
入
し
て
い
く
。

〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
に
、
月
の
欠
席
を
記
入
し
て
い
く
。
 

累
積
欠
席
１
０
日
に
達
し
た
場
合
は
、
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
 

累
積
欠
席
１
０
日
に
達
し
た
場
合
は
、
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
 

累
積
欠
席
１
０
日
に
達
し
た
場
合
は
、
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
 

累
積
欠
席
１
０
日
に
達
し
た
場
合
は
、
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
 

の
ア
・
ウ
の
部
分
を
記
入
す
る
。

の
ア
・
ウ
の
部
分
を
記
入
す
る
。

の
ア
・
ウ
の
部
分
を
記
入
す
る
。

の
ア
・
ウ
の
部
分
を
記
入
す
る
。
    

学
年
会
等
を
開
き
、
支
援
内
容
・
方
法
を
確
認
す
る
。
（
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
イ
の
部
分
を
記
入
す
る
）

学
年
会
等
を
開
き
、
支
援
内
容
・
方
法
を
確
認
す
る
。
（
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
イ
の
部
分
を
記
入
す
る
）

学
年
会
等
を
開
き
、
支
援
内
容
・
方
法
を
確
認
す
る
。
（
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
イ
の
部
分
を
記
入
す
る
）

学
年
会
等
を
開
き
、
支
援
内
容
・
方
法
を
確
認
す
る
。
（
〔
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
〕
の
イ
の
部
分
を
記
入
す
る
）
    

次
回
の
学
年
会
の
日
時
を
設
定
す
る
。
（
目
安
１
か
月
に
１
回
程
度
）

次
回
の
学
年
会
の
日
時
を
設
定
す
る
。
（
目
安
１
か
月
に
１
回
程
度
）

次
回
の
学
年
会
の
日
時
を
設
定
す
る
。
（
目
安
１
か
月
に
１
回
程
度
）

次
回
の
学
年
会
の
日
時
を
設
定
す
る
。
（
目
安
１
か
月
に
１
回
程
度
）
 

①① ①①
    

②② ②②
    

支
援
内
容
・
方
法
を
振
り
返
り
、
支
援
の
改
善
を
図
る
。
 

支
援
内
容
・
方
法
を
振
り
返
り
、
支
援
の
改
善
を
図
る
。
 

支
援
内
容
・
方
法
を
振
り
返
り
、
支
援
の
改
善
を
図
る
。
 

支
援
内
容
・
方
法
を
振
り
返
り
、
支
援
の
改
善
を
図
る
。
 

変
化
が
な
い
場
合
、
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
支
援
方
法
の
再
検
討
を
行
う
。

変
化
が
な
い
場
合
、
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
支
援
方
法
の
再
検
討
を
行
う
。

変
化
が
な
い
場
合
、
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
支
援
方
法
の
再
検
討
を
行
う
。

変
化
が
な
い
場
合
、
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
支
援
方
法
の
再
検
討
を
行
う
。
 

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

適
宜
、
管
理
職
・
Ｓ
Ｃ

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
 

等
に
報
告
・
相
談
す
る
。
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＜
お
お
よ
そ
の
基
準
＞
 

＜
お
お
よ
そ
の
基
準
＞
 

＜
お
お
よ
そ
の
基
準
＞
 

＜
お
お
よ
そ
の
基
準
＞
 

十
分
…
週
１
回
程
度
 

時
々
…
月
２
回
程
度
 

あ
ま
り
…
…
月
１
回
程
度
 

ほ
と
ん
ど
…
…
そ
れ
以
下
 

 
不
登
校
へ
の
初
期
対
応
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

不
登
校
へ
の
初
期
対
応
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

不
登
校
へ
の
初
期
対
応
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

不
登
校
へ
の
初
期
対
応
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
 
 
【
事
後
】

【
事
後
】

【
事
後
】

【
事
後
】
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
日
市
市
適
応
指
導
教
室
 

今
回
の
取
組
が
行
わ
れ
た

9
月
か
ら

1
1
月
末
を
対
象
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
担
当
学
年
 
 
 
１
 
年
・
 
担
任
 
・
 
副
担
任
】
 

問問 問問
1
 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
は
，
累
積
欠
席
日
数
が
何
日
に
な
っ
た
時
で
す
か
。

 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
は
，
累
積
欠
席
日
数
が
何
日
に
な
っ
た
時
で
す
か
。

 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
は
，
累
積
欠
席
日
数
が
何
日
に
な
っ
た
時
で
す
か
。

 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
は
，
累
積
欠
席
日
数
が
何
日
に
な
っ
た
時
で
す
か
。
 

 
（
 
 
 
 
日
）
 

問問 問問
2
 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
，
初
期
対
応
を
始
め
る
の
は
累
積
欠
席
が
何
日
目
で
す
か
。（

家
庭

 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
，
初
期
対
応
を
始
め
る
の
は
累
積
欠
席
が
何
日
目
で
す
か
。（

家
庭

 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
，
初
期
対
応
を
始
め
る
の
は
累
積
欠
席
が
何
日
目
で
す
か
。（

家
庭

 
「
生
徒
が
不
登
校
傾
向
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
，
初
期
対
応
を
始
め
る
の
は
累
積
欠
席
が
何
日
目
で
す
か
。（

家
庭

訪
問
や
学
年
間
で
の
相
談
等
）

訪
問
や
学
年
間
で
の
相
談
等
）

訪
問
や
学
年
間
で
の
相
談
等
）

訪
問
や
学
年
間
で
の
相
談
等
）
 

（
 
 
 
 
 
日
目
）
 

問問 問問
3
 
改
訂
「
欠
席

 
改
訂
「
欠
席

 
改
訂
「
欠
席

 
改
訂
「
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
は
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日
目
シ
ー
ト
」
は
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日
目
シ
ー
ト
」
は
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日
目
シ
ー
ト
」
は
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

(1
)十

分
活
用
で
き
て
い
る
 

(2
)ま

あ
ま
あ
活
用
で
き
て
い
る
 

(3
)あ

ま
り
活
用
で
き
て
い
な
い
 

(4
) ほ

と
ん
ど
活
用
で
き
て
い
な
い
 

問問 問問
4
 
 
問問 問問

3
で
「
（

で
「
（

で
「
（

で
「
（
1
）
十
分
活
用
で
き
て
い
る
」「
（

）
十
分
活
用
で
き
て
い
る
」「
（

）
十
分
活
用
で
き
て
い
る
」「
（

）
十
分
活
用
で
き
て
い
る
」「
（
2
）
ま
あ
ま
あ
活
用
で
き
て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
記
入
す

）
ま
あ
ま
あ
活
用
で
き
て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
記
入
す

）
ま
あ
ま
あ
活
用
で
き
て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
記
入
す

）
ま
あ
ま
あ
活
用
で
き
て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
記
入
す

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て
 
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）
 

 
 
ア
 
作
成
者
が
，
生
徒
の
欠
席
に
対
し
て
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
 

 
 
イ
 
作
成
者
が
，
該
当
生
徒
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
 

ウ
 
作
成
者
が
，
生
徒
の
欠
席
に
対
し
て
意
識
を
も
ち
，
家
庭
訪
問
な
ど
の
行
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
 

 
 
エ
 
学
年
教
師
集
団
が
該
当
生
徒
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
 

 
 
オ
 
記
入
す
る
こ
と
で
，
学
年
教
師
集
団
が
該
当
生
徒
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
だ
け
で
な
く
，
支
援
 

方
法
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

カ
 
学
校
全
体
で
該
当
生
徒
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
 

 
 
キ
 
学
校
全
体
で
該
当
生
徒
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
だ
け
で
な
く
，
支
援
方
法
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
 

 
 
ク
 
そ
の
他
 
 

問問 問問
5
 
問

 
問

 
問

 
問

3
で
活
用
で
き
て
い
な
い
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
活
用
で
き
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

で
活
用
で
き
て
い
な
い
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
活
用
で
き
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

で
活
用
で
き
て
い
な
い
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
活
用
で
き
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

で
活
用
で
き
て
い
な
い
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
活
用
で
き
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。
 

（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て

（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て

（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て

（
該
当
す
る
も
の
に
す
べ
て
 
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）
 

ア
 
情
報
量
が
多
く
て
，
何
に
注
目
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
 

イ
 
書
い
た
あ
と
の
活
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
 

ウ
 
必
要
性
を
感
じ
て
な
い
生
徒
に
も
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
 

エ
 
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
，
話
し
合
い
な
ど
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
難
し
い
か
ら
 

オ
 
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
，
支
援
方
法
を
ど
う
考
え
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
 

 
 
カ
 
そ
の
他
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 問問 問問
6
 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，「

不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
」
に
対
す
る
支
援
方
法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て

 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，「

不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
」
に
対
す
る
支
援
方
法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て

 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，「

不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
」
に
対
す
る
支
援
方
法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て

 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，「

不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
」
に
対
す
る
支
援
方
法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。
 

（
1
）
十
分
行
っ
て
い
る
 
 
 
（
2
）
時
々
行
っ
て
い
る
 
 
 
 
 
 

（
3
）
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
 
（
4
）
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
 

 

問問 問問
7
 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，
「
不
登
校
の
生
徒
」
（
欠
席

 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，
「
不
登
校
の
生
徒
」
（
欠
席

 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，
「
不
登
校
の
生
徒
」
（
欠
席

 
あ
な
た
の
学
校
で
は
，
「
不
登
校
の
生
徒
」
（
欠
席

3
0
日
以
上
）
に
対
す
る
支
援
方

日
以
上
）
に
対
す
る
支
援
方

日
以
上
）
に
対
す
る
支
援
方

日
以
上
）
に
対
す
る
支
援
方

法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

法
を
検
討
す
る
会
議
や
学
年
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。
 

（
1
）
十
分
行
っ
て
い
る
 
 
 
（
2
）
時
々
行
っ
て
い
る
 
 

（
3
）
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
 
（
4
）
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
 

 

問
4
へ
 

問
5
へ
 

 

 

 

問問 問問
8
 
今
回
の
取
組
で
行
っ
た
、
不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
は
ど
の
程
度
有
効
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。
あ
て

 
今
回
の
取
組
で
行
っ
た
、
不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
は
ど
の
程
度
有
効
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。
あ
て

 
今
回
の
取
組
で
行
っ
た
、
不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
は
ど
の
程
度
有
効
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。
あ
て

 
今
回
の
取
組
で
行
っ
た
、
不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
は
ど
の
程
度
有
効
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。
あ
て

は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（（ （（
A
 
有
効
で
あ
っ
た
 

有
効
で
あ
っ
た
 

有
効
で
あ
っ
た
 

有
効
で
あ
っ
た
 
B
や
や
有
効
で
あ
っ
た
 

や
や
有
効
で
あ
っ
た
 

や
や
有
効
で
あ
っ
た
 

や
や
有
効
で
あ
っ
た
 
C
 
あ
ま
り
有
効
で
は
な
か
っ
た
 

 
あ
ま
り
有
効
で
は
な
か
っ
た
 

 
あ
ま
り
有
効
で
は
な
か
っ
た
 

 
あ
ま
り
有
効
で
は
な
か
っ
た
 
D
 
全
く
有
効
で
は
な
か
っ
た
）

 
全
く
有
効
で
は
な
か
っ
た
）

 
全
く
有
効
で
は
な
か
っ
た
）

 
全
く
有
効
で
は
な
か
っ
た
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ア
 
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
A
・
B
・
C
・
D
）
 

 
 
イ
 
学
年
会
の
開
催
の
有
無
を
決
定
す
る
為
に
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
を
用
い
た
こ
と
 
（
A
・
B
・
C
・
D
）
 

ウ
 
学
年
会
で
の
支
援
方
法
の
検
討
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
A
・
B
・
C
・
D
）
 

 
 
エ
 
支
援
方
法
の
定
期
的
な
見
直
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
A
・
B
・
C
・
D
）
 

 
 
オ
 
適
応
指
導
教
室
に
よ
る
生
徒
の
見
立
て
・
支
援
方
法
へ
の
助
言
 
 
 
 
 
 
 
 
（
A
・
B
・
C
・
D
）
 

 
 
カ
 
適
応
指
導
教
室
に
よ
る
働
き
か
け
【
欠
席
者
の
確
認
等
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
A
・
B
・
C
・
D
）
 

 問問 問問
9
 
改
訂

 
改
訂

 
改
訂

 
改
訂

3
日
目
シ
ー
ト
の
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
目
シ
ー
ト
の
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
目
シ
ー
ト
の
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
目
シ
ー
ト
の
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 
【
良
か
っ
た
点
】
 

    
【
良
く
な
か
っ
た
点
】
 

   

 問問 問問
1
0
 
学
年
で
行
っ
た
支
援
方
法
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
学
年
で
行
っ
た
支
援
方
法
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
学
年
で
行
っ
た
支
援
方
法
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
学
年
で
行
っ
た
支
援
方
法
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、
良
か
っ
た
点
、
良
く
な
か
っ
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
【
良
か
っ
た
点
】
 

    
【
良
く
な
か
っ
た
点
】
 

  

 問問 問問
1
1
 
今
回
の
研
究
お
い
て
は
、
適
応
指
導
教
室
に
よ
る
助
言
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
校
と
し
て
良
か

 
今
回
の
研
究
お
い
て
は
、
適
応
指
導
教
室
に
よ
る
助
言
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
校
と
し
て
良
か

 
今
回
の
研
究
お
い
て
は
、
適
応
指
導
教
室
に
よ
る
助
言
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
校
と
し
て
良
か

 
今
回
の
研
究
お
い
て
は
、
適
応
指
導
教
室
に
よ
る
助
言
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
校
と
し
て
良
か

っ
た
と
思
わ
れ
た
点
、
改
善
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

っ
た
と
思
わ
れ
た
点
、
改
善
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

っ
た
と
思
わ
れ
た
点
、
改
善
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

っ
た
と
思
わ
れ
た
点
、
改
善
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

【【 【【
良
か
っ
た
点
】
 

【
改
善
が
望
ま
れ
る
点
】
 

  ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【資料4】



 

 

 
研
究
協
力
校
で
実
際
に
行
っ
た
見
立
て
，
支
援
の
状
況
の
一
例
を
示
し
た
。
 

●
友
人
関
係
・
学
習
に
理
由
が
あ
る
場
合
 

＜
欠
席
の
理
由
等
＞
 

友
人
関
係
が
き
っ
か
け
で
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
 

学
習
面
に
苦
手
意
識
が
あ
り
，
提
出
物
は
提
出
す
る
が
完
璧
な
状
態
に
仕
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

＜
学
校
側
の
支
援
計
画
＞
 

活
躍
の
場
の
設
定
（
部
活
動
，
行
事
，
仕
事
を
与
え
る
な
ど
）
教
師
側
か
ら
の
声
か
け
，
生
活
班
の
構
成
の
配
慮
 

＜
適
応
指
導
教
室
か
ら
の
助
言
等
＞
 
 

学
校
へ
行
き
対
象
生
徒
の
様
子
を
観
察
（
教
師
に
信
頼
感
を
持
っ
て
い
る
点
，
休
み
時
間
の
様
子
で
気
に
な
っ
た

点
な
ど
）
 

提
出
物
の
進
め
方
（
短
期
的
な
提
出
物
の
取
組
の
目
標
の
設
定
）
 

活
躍
の
場
を
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
持
た
せ
る
か
の
確
認
等
 

＜
現
在
の
様
子
と
今
後
の
方
針
＞
 

活
躍
の
場
の
設
定
が
う
ま
く
い
き
，
以
前
よ
り
も
調
子
が
良
い
。
月
の
累
積
欠
席
が

2
～
3
日
見
ら
れ
る
も
の
の
，

こ
の
ペ
ー
ス
で
登
校
が
続
け
ら
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。
 
 
 
 
 

 ●
病
気
・
学
習
に
理
由
が
あ
る
場
合
 

＜
欠
席
の
理
由
等
＞
 

体
調
不
良
（
起
立
性
調
節
障
害
）
に
よ
り
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
。
 

自
己
表
現
が
苦
手
 

学
習
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
。
 

完
璧
主
義
、
保
護
者
の
学
習
に
対
す
る
期
待
が
高
い
。
 

＜
学
校
側
の
支
援
計
画
＞
 

期
限
を
決
め
て
別
室
登
校
を
認
め
た
。
（
教
室
に
入
れ
る
と
き
も
あ
っ
た
が
安
定
し
な
い
）
 

別
室
登
校
後
ど
の
よ
う
に
支
援
を
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
迷
い
が
あ
っ
た
。
 

＜
適
応
指
導
教
室
か
ら
の
助
言
等
＞
 

進
路
決
定
ま
で
の
見
通
し
を
も
た
せ
，
自
分
が
今
何
を
す
べ
き
か
を
気
づ
か
せ
る
。
 

今
必
要
な
支
援
は
何
か
を
保
護
者
に
理
解
し
て
も
ら
い
学
習
で
の
遅
れ
に
対
す
る
焦
り
を
軽
減
す
る
。
 

学
校
と
し
て
で
き
る
最
大
限
の
支
援
を
想
定
し
て
お
く
（
人
の
配
置
，
支
援
の
内
容
，
タ
イ
ミ
ン
グ
等
）
 

＜
現
在
の
様
子
と
今
後
の
方
針
＞
 

遅
刻
，
早
退
は
あ
る
も
の
の
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
 

起
立
性
調
節
障
害
と
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
無
理
を
さ
せ
る
の
で
は
な
く
，
本
人
の
で
き
る
ペ
ー
ス
で
通

学
を
続
け
て
い
く
方
向
で
い
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
 

                    

  

●
家
庭
状
況
の
変
化
に
理
由
が
あ
る
場
合
 

＜
欠
席
の
理
由
等
＞
 

家
族
状
況
の
変
化
・
友
人
の
欠
席
 

＜
学
校
側
の
支
援
計
画
＞
 

学
校
で
の
様
子
を
母
に
伝
え
る
 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
つ
な
げ
る
 

＜
適
応
指
導
教
室
か
ら
の
助
言
等
＞
 

得
意
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
，
部
活
動
の
参
加
か
ら
登
校
を
促
し
て
い
く
。
 

進
路
に
向
け
て
、
具
体
的
な
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
く
。
 

＜
現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
針
＞
 

保
護
者
と
つ
な
が
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
。
保
護
者
を
支
え
な
が
ら
，
本
人
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

友
人
と
の
つ
な
が
り
も
あ
る
の
で
，
そ
こ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
く
。
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支
援
内
容
の
詳
細
 

支
援
内
容
の
詳
細
 

支
援
内
容
の
詳
細
 

支
援
内
容
の
詳
細
 
 

＜
例
＞
A
校
に
お
い
て
 

7
月
 
研
究
依
頼
に
行
っ
た
際
に
は
，
累
積
欠
席

1
0
日
の
生
徒
は
い
な
か
っ
た
。
 

 9
月
 
生
徒

A
が
月
の
累
積
欠
席

3
日
に
達
し
た
。
ま
た
，
累
積
欠
席

1
0
日
を
超
え
た
。
 

 
 
 
担
任
は
、
「
改
訂
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
の
記
入
」
→
管
理
職
・
教
育
相
談
担
当
・
適
応
指
導
教
室
に
報
告
 

  
 
 
 ＊
考
え
ら
れ
る
欠
席
理
由
は
「
友
達
関
係
の
こ
じ
れ
」
「
学
習
面
の
遅
れ
」
に
○
が
つ
い
た
。
 

＊
生
徒
個
別
支
援
シ
ー
ト
に
は
，
人
間
関
係
の
項
目
の
「
孤
立
し
て
い
る
」
に
○
が
つ
い
た
。
 

 
 
 
担
任
か
ら
み
た
生
徒
の
課
題
は
「
欠
席
す
る
こ
と
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
た
め
，
本
人
が
困
難
だ
と
感
じ

る
と
す
ぐ
欠
席
し
て
し
ま
う
」
で
あ
っ
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↓↓ ↓↓
 

＊
欠
席
理
由
が
「
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
宿
題
が
で
き
て
い
な
い
」
な
ど
話
す
人
に
よ
っ
て
理
由
が
違
っ
た
 

た
め
，
学
年
会
を
行
っ
た
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↓↓ ↓↓
 

 
 
 
「
改
訂
欠
席

3
日
目
シ
ー
ト
」
の
情
報
だ
け
で
は
、
わ
か
り
づ
ら
い
部
分
が
あ
っ
た
た
め
適
応
指
導
教
室
が
学

校
訪
問
を
行
い
生
徒

A
の
授
業
中
・
休
み
時
間
の
様
子
の
観
察
を
行
っ
た
後
，
適
応
指
導
教
室
内
で
会
議
を
行

っ
た
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↓↓ ↓↓
 

 
 
 
そ
の
後
，
適
応
指
導
教
室
の
指
導
員
と
教
員
で
学
年
会
を
行
っ
た
 

 
 
 
生
徒
の
状
態
か
ら
、
来
月
の
目
標
を
設
定
 

 
 
 
＊
「
本
人
の
活
躍
の
場
を
設
定
す
る
」
行
事
の
実
行
委
員
や
役
員
な
ど
を
す
す
め
る
 

 
 
 
＊
「
学
習
の
支
援
」
少
し
ず
つ
提
出
物
を
取
り
組
ま
せ
る
声
掛
け
，
学
習
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
 

 
 
 
＊
「
大
人
と
の
関
係
を
つ
な
げ
る
」
子
ど
も
た
ち
同
士
の
関
係
に
疲
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
 

話
せ
る
存
在
と
し
て
教
師
が
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
 

 1
0
月
 
生
徒

A
の
欠
席

1
日
 

 
 
 
先
月
よ
り
も
状
態
が
良
く
な
っ
て
い
る
 

 
 
 
支
援
方
法
の
見
直
し
・
評
価
を
行
っ
た
 

 
 
 
来
月
の
目
標
を
設
定
 

 
 
 
＊
「
本
人
の
活
躍
の
場
を
設
定
す
る
」
後
期
室
長
に
な
り
、
役
割
を
き
ち
と
ん
果
た
し
て
い
る
 

部
活
動
も
休
ま
ず
行
く
よ
う
に
な
り
、
試
合
に
も
出
場
で
き
た
 

 
 
 
＊
「
学
習
の
支
援
」
テ
ス
ト
の
結
果
は
本
人
が
望
む
結
果
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
人
が
そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
 

ら
れ
た
 

＜
以
下
 
同
じ
流
れ
を
継
続
＞
 

 
 

①
欠
席
日
数
に
よ
る
気
づ
き
 

②
情
報
共
有
・
指
導
方
針
の
確
認
 

③
多
方
面
か
ら
の
見
立
て
・
 

支
援
方
針
の
確
認
 

④
定
期
的
な
支
援
の
見
直
し
・
評
価
 

継
続
し
た
支
援
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